
の石巻市

文化財だより（第11号）
昭和55年度文化財調査特集

小竹浜地区の文化財

『亭傘亭亭傘 もくじ 亭傘寧亭傘｀

愚 石巻市指定文化財について…---------------------
愚 石巻市教育委員会社会教育課 II 
愚 昭和55年度板碑分布精密調査報告…………… 3
愚 佐藤雄— 9 
愚
昭和55年度古文書分布調査報告……………… 7
石垣宏 愚

愚 小竹浜地区民俗資料・民具収集調査報告……II 愚
愚 鈴木東行
愚 弁天島植生調査報告•・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-2,I 
し 佐々木豊
亭亭亭寧 傘傘寧寧釦亭亭 亭亭亭寧』



(1) 第11号 石巻市文化財だより 昭和57年 3月31日

石
巻

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

石
巻
市
教
育
委
貝
会
て
は
‘
昭
和
五
十
六
年

五
月
十
八
日
付
け
で
二
件
‘
昭
和
五
十
六
年
十

二
月
十
九
日
付
け
て

一
件
‘
合
わ
せ
て
三
件
の

文
化
財
を
あ
ら
た
に
指
定
し
ま
し
た
。
内
訳
は
‘

有
形
文
化
財
二
件

（
エ
芸
品
一

・
彫
刻
一

）
、

無
形
民
俗
文
化
財

一
件
（
民
俗
芸
能

一）

で
す
。

こ
れ
に
よ

っ
て
、

石
巻
市
指
定
文
化
財
は
‘
総

数
十
件
と
な
り
ま
し
た
。

以
下
‘
新
指
定
文
化
財
一＿
一
件
に

つ
い
て
‘

概

要
を
紹
介
し
ま
す
。

●
葛
西
椀

石
巻
市
大
瓜
の
龍
洞
院
に
伝
わ
る
葛
西
椀
は
‘

広
く
秀
衡
椀
と
言
わ
れ
る
椀
類
に
屈
し
て
い
る
。

意
匠
的
に
は
江
戸
初
期
を
下
る
こ
と
は
な
い
と

考
え
ら
れ
る

一
連
の
秀
衡
椀
は
‘

室
町
末
期
か

ら
桃
山
時
代
に
か
け
て
の
作
と
考
え
ら
れ
‘
初

期
は
朱
漆
を
主
と
し
た
も
の
‘
末
期
は
他
の
彩

漆
・
黄
・
緑
な
ど
を
使

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。龍

桐
院
の
葛
西
椀
は
‘

中
世
の
三
器
と
言
わ

れ
る
三
重
入
子
の
椀
で
‘
材
質
は
梓
の
横
挽
の

上
手
の
も
の
で
あ
る
。

こ
の
椀
の
十
二

弁
の
菊

と
洲
浜
‘
源
氏
雲
の
広
か
り
な
ど
‘
か
な
り
簡

略
化
さ
れ
‘
洗
練
さ
れ
た
意
匠
に
は
‘

気
負

い

の
な
い
手
馴
れ
が
見
ら
れ
‘
こ
の
形
式
の
か
な

り
円
熟
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
‘
龍

胆
文
の

つ
い
た
開
切
膳
（
現
在
は
足
か
失
わ
れ‘

折
敷
状
に
な

っ
て

い
る
。
未
指
定
）
に
残
っ
て

い
る
白
柏
塗
は
‘
桃
山
時
代
全
盛
期
の
も
の
て
‘

時
代
的
に
大
き
な
差
は
な
い
。

龍
涸
院
の
開
山
で
あ
る
勅
賜
仏
照
大
円
禅
師

文
営
和
尚
は
‘
葛
西
十
五
代
晴
胤

の
叔
父
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
‘
葛
西
氏
よ
り
贈
ら
れ
た
と
言

わ
れ
て
お
り
‘
葛
西
氏
と
石
巻
の
関
係
を
考
え

る
上
て
‘
地
以
重
な
追
品
て
あ
る
。

な
お
‘
こ

の
椀
の
製
作
年
代
は
‘

室
町
末
期

か
ら
桃
山
時
代
と
推
定
さ
れ
る
。

●
故
高
橋
英
吉
作
木
彫
「
黒
潮
閑
日
」

「
黒
潮
閑
日
」
は
‘

海
を
主
題
と
す
る
三
部

作
の
う
ち
‘

一
番
目
の
作
品
で
‘
昭
和
十
三
年

に
制
作
さ
れ
た
。

高
橋
英
吉
氏
は
‘

明
治
四
十
四
年
四
月
石
巻

石
巻
市
指
定
文
化
財
に
つ
い
て

町
湊
本
町
に
生
ま
れ
‘

昭
和
五
年
旧
制
石
巻
中

学
校
を
卒
業
後
‘
束
京
美
術
学
校

（
現
在
の
束

京
芸
術
大
学
）
に
入
学
。
在
学
中
‘
帝
展
に
「少

女
像
」
を
初
出
品
し
入
選
し
て
い
る
。
の
ち
｀

海
を
主
題
と
す
る
一＿一部
作
に

取
り
組

み‘

「
黒

潮
閑
日
」（
昭
和
十
一
――
年
文
展
入
選
）「
潮
音
」

（昭
和
十
四
年
文
展
特
選
）
「
漁
夫
像
」（
昭

和
十
五
年
文
展
無
鑑
査
）
を
発
表
し
‘
戦
時
色

楼
い
中
‘

真
の
創
作
活
動
を
続
け
‘
芸
術
家
と

し
て
の
名
声
は
高
ま

っ
た
。
し
か
し
、
昭
和
十

七
年
‘
南
方
派
逍
軍
に
応
召
。
同
年
十

一
月
二

日‘

三
十
一
歳

の
若
さ
で
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
に

散
華
し
た
。

「
黒
潮
閑
日
」
は
‘
高
さ

1
m
4
7
c
m
の
木
彫

で
、
漁
夫
が
漁
の
合
間
を
ぬ
っ
て
仲
間
の
ひ
け

を
剃

っ
て

い
る
姿
で
‘
ま
さ
に
閑
日

の
漁
夫
二

人
の
姿
を
美
事
に
表
現
し
た
作
品
て
あ
る
。

●
石
巻
市
渡
波
獅
子
風
流

渡
波

の
獅
子
風
流
は
‘
鎌
倉
時
代
に
根
岸
部

洛
を
中
心
に
発
祥
し
た
と
伝
え
ら
れ
‘
以
来
‘

渡
波
全
域
に
拡
ま

っ
た
長
い
伝
統
を
も
つ
信
仰

行
事
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

も
と
も
と
は
‘
正
月
お
よ
び
祭
典
に
氏
神
‘

鎮
守

の
神
前
て
演
し
‘
そ
の
年
の
股
作
物
の
害

を
除
き
‘
部
落
の
安
泰
を
祈
念
し
た
も
の
か
‘

そ
の
後
‘
氏
神
か
獅
子
に
姿
を
変
え
て
部
落
に

、一

演
順
は
‘
し
こ
ろ
囃
子
‘
た
ん
ぶ

つ
唄
‘
四

方
堅
め
‘
あ
ら
し
‘
お
か
ざ
き
‘
む
す
び
‘
お

く
り
囃
子
か
ら
な
り
‘

そ
の
家
々
の
家
構
え
‘

財
宝
‘
家
族
の
健
康
を
讃
美
し
‘
待
機
し
て
い

た
獅
子
が
‘
四
隅
を
浄
め
‘
軽
快
に
‘
あ
る
い

は
栞
壮
に
‘
そ
し
て
あ
ら
し
と
乱
舞
す
る
。

こ
の
家
の
も
て
な
し
を
受
け
た
獅
子
は
‘
名

残
り
を
惜
し
み
つ
つ
舞
い
納
め
‘
御
縁
か
あ
る

な
ら
ま
た
来
春
も
と
結
ぶ
。

昭
和
二
十
九
年
当
時
の
三
浦
渡
波
町
長
か
‘

郷
土
の
投
重
な
民
俗
芸
能
文
化
財
と
し
て
‘
永

久
に
保
存
す
る
た
め
‘
渡
波
獅
子
風
流
保
存
会

を
結
成
し
て
‘
そ
の
保
存
に
努
め
て
い
る
。

降
り
‘
陰
暦
松
の
内
（元
旦
か
ら
十
四
日
ま
て

）

に
貧
t
B
の
別
な
く
戸
毎
に
舞
い
廻
り
‘
家
の
四

隅
の
う
ち
に
か
く
れ
住
む
と
言
わ
れ
る
厄
神
を

追
い
払
い
家
内
安
全
と
五
穀
の
豊
穣
‘
大
漁
満

足
を
祈
認
す
る
行
事
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
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昭和57年 3月31日 石巻市文化財だより 第11号 (2)

石巻市所在指定文化財一覧

（昭和57年 3月31日現在）

く国指定文化財＞

名 称 貝数 指定年月日 所 在 i也 所有者 時代

重要文化財

岩 版 1 B召禾036..2 . 1 石巻市住吉町一丁目 8-29 毛利 伸 縄文

史跡
織文

沼 津 貝 塚 1 H召禾047. 10. 21 石巻市沼津字出外
～弥生

く県指定文化財＞

名 称 員数 指定年月日 所 在 地 所有者 時代

（代表）
牡 鹿 法 印 神 楽 1 H召禾[]46. 3 . 2 石巻市湊字牧山 1- 1 桜谷守雄

仁 斗 田 貝 塚 1 B召禾050. 4. 30 石巻市大字田代字仁斗田 縄文

く市指定文化財＞

名 称 員数 指定年月日 所 在 地 所有者 時 代

多 福 院 板 碑 群 88 B召禾[150. 6. 1 石巻市吉野町一丁目 1-9 三輪宗頴 中世

昭（第和一5次）
平 塚 ツ ナ 家 文 書 739 

1. 6. 1 石巻市大字田代字仁斗田50 平塚ツナ 近世
（H召第禾0二5次）

鳥屋神社奉納絵馬
3. 4. 1 

『奥 州 石 ノ 巻図』 1 O召禾053. 8 . 1 石巻市羽黒町一丁目 7-1 桜谷 博 近世

旧石巻ハ リス トス正教会教会堂 1 B召禾l]55.12. 20 石巻市中瀬 3-18 石巻市 近代

潮 音 1 B召禾055.12. 20 石巻市羽黒町一丁目 9-2 石巻市 現代

イ チ ヨ ウ（吉 祥 寺） 2 B召禾055. 12. 20 石巻市高木字寺前49 一方井文章

イ チ ヨ ウ（龍 泉 院） 1 H召禾055. 12. 20 石巻市水沼字天似113 泉 孝 夫

葛 西 椀（龍 洞 院） 3 B召禾D56. 5 . 18 石巻市大瓜字棚橋168 坊沢敏和 中世

黒 潮 閑 日 1 H召禾056. 5 . 18 石巻市羽黒町一丁目 9-2
石巻魚糀工

現代
業株式会社

石巻 市渡波獅 子 風流 1 B召禾056.12. 19 石巻市渡波町二丁目 6-33 
（代表）
内海 幸 平



(3) 第11号 石巻市文化財だより 昭和57年 3月31日

昭
和
五
十
五
年
度
の
石
巻
市
文
化
財
調
査

の

一
環
と
し
て
行
な
わ
れ
た
「
小
竹
浜
地
区
板
碑

分
布
精
密
調
査
」
の
報
告
で
あ
る
。
中
世
期
の

造
立
に
な
る
板
碑
の
確
認
調
査
で
あ

っ
た
が‘

一
緒
に
近
世

の
石
碑
調
査
も
行
な

っ
て
い
る
。

し
か
し
｀
こ
れ
に

つ
い
て
は
紙
数
の
関
係
で
、

後
に
発
表
す
る
こ
と
に
し
た
。

調
査
地
域

・
小
竹
浜
は
牡
鹿
半
島
の
西
端
に

位
沼
し
‘
入
江
前
面
に
は
弁
天
島
が
あ
り
‘
石

巻
湾
に
面
し
て
い
る
。
小
竹
浜
に
関
す
る
記
録

は
江
戸
時
代
に
入

っ
て
か
ら
の

「
風
土
記
忠
上
」

等
に
見
え
る
も
の
が
最
初
で
あ
り
、
そ
れ
以

前
の
記
録
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
‘

仙
台
藩
に
お
い
て
は
小
竹
浜
の
重
要
性
は
十
分

に
認
識
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
‘
仙
台
藩
に

お
い
て
買
米
制
度
か
実
施
さ
れ
‘
石
巻
か
ら

の

江
戸
廻
米
が
盛
ん
に
な
る
と
‘
米
穀
の
脱
石
（密

石
）
を
取
締
る
御
穀
改
番
所
が
設
置
さ
れ
て
い

た
し
‘
千
石
船
の
船
頭
‘
船
員
の
供
給
地
と
し

て
も
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
た
。

さ
ら
に
は
‘
金
華
山
参
詣
の
た
め
の
海
上
道
の

寄
港
地
で
も
あ
り
‘
渡
波
か
ら
外
海
に
出
て
の

最
初
の
港
で
も
あ

っ
た
。

小
竹
浜
に
人
間
か
住
み
つ
い
た
の
は
何
時

こ

ろ
の
こ
と
で
あ
る
か
も
は

っ
き
り
は
し
な
い
。

牡
鹿
半
島
の
各
浜
て
確
認
さ
れ
て
い
る
貝
塚
や

2
 

小
竹
浜
板
碑
群
の
観
察

m年
代
に

つ
い
て

小
竹
浜
板
碑
群
の
年
代
の
上
限
は

Nol
の
文
和

五

(
-
三
五
六）

年
七
月
四
日
で
あ
り
‘

そ
れ

は
阿
弥
陀
三
尊
種
子
板
碑
て
あ
る
。
六
二
六
年

以
前
の
造
立
と
い

う

こ
と
に
な
る
。
次
は
延
文

六

(
-
三
六

一）

年
六
月
二
十
日
て
‘
釈
迦
如

来
種
子
板
碑
で
あ
る
。
と
も
に
北
朝
年
号
で
あ

る
。

こ
の
他
に
南
北
朝
時
代
の
紀
年
銘
を
確
認

3
 

縄文土器等の散布地もない。しかし、地

元に伝わる口伝には‘前九年・後三年の

役ののち‘源義家に従軍した家来か永住

したとも‘あるいは安倍氏の一族が逃れ

て来て‘隠れ住んだともいわれている。

これとても‘他の文献‘遺物でたしかめ

ることはできない。

しかし‘今度の石巻市文化財調査の結

果‘図mに示すような文和五(-三五六）
年を最古とする板碑十六基が確認された。

このことによって近世以前の様子は不明

とされていた小竹浜の姿を垣間みること

ができることになった。

中世期の遣物とされ‘それも鎌倉時代

中期から安土・桃山時代にいたる‘およ

そ三八0年間の長い時期にわたって造立

されたとする板碑の確認は‘小竹浜の歴

史にとって重要な意味をもつものである。

昭
和
五
十
五
年
: 度
悶板
化 祖卑
財保 う}
g布
員精

佐 普f
藤調
禾旦

雄報
＿ 牛口

，
 

炉」

i
L
t―-

で
き
る
も
の
は

一
基
も
な
く
、
他
の
も
の
は
す

べ
て
応
永
三
(
-
三
九
六）

年
か
ら
応
永
二
十

八

(
-
四
ニ
―
)
年
に
い
た
る
も
の
か
五
基
あ

り
‘
更
ら
に
下

っ
て
党
正
年
代

(
-
四
六

O
I

―
四
六
五
）
の

一
基
か
あ
る
の

み
で
あ
る
。
文

和
・
延
文

の
北
朝
年
号

に
み
ら
れ
る
よ
う
に‘

石
巻
地
方
に
お
け
る
南
北
朝

の
内
乱
期
に
お
い

て
は
典
国
三
年
以
降
の
南
朝
年
号
は
決
し
て
用

い
ら
れ
す

に
‘
北
朝
年
号
の
み
が
使
用
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
れ
ま
で

の
調
査
結
果
か
小
竹
浜

の
板
碑
群
に
お
い

て
も
裏

つ
け
ら
れ
た

こ
と
に

な
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
‘
小
竹
浜

の
板
碑
群

の
中
に
文
和
・
延
文
の
各

一
基
つ
つ
で
は
あ
る

が
‘
北
朝
年
号
の
板
碑
か
あ
る
と
い
う
こ
と
は‘

政
治
史
の
上
か
ら
も
重
要
な
こ
と
で
あ

る
。
す

な
わ
ち
‘
小
竹
浜
も
南
北
朝
内
乱
期
に
は
確
実

に
北
朝

の
勢
力
圏
内
で
あ

っ
た
こ

と
を
示
し
て

い
る
も
の

で
あ
ろ
う
。

ま
た
‘
文
和
五
年
は
一二
月
二
十
八
日

に
延
文

と
改
元
さ
れ
て

い
る

の
で
あ
る
か
‘
小
竹
浜

の

文
和
の
碑
は
七
月
四
日

の
紀
年
で
あ
る
。
は
ぽ

小
竹
浜
の
集
落

（表 I)

和t 子 数絨

阿弥陀三尊 2 

勢至菩藷 3 

大日如来佑） 2 

大日如来（ア） 1 
※ 

観音菩藷 1 
※※  

釈迦如来 1 

四
か
月
経

っ
て
も
小
竹
浜
に
は
改
元
の
情
報
か

伝
わ
ら
な
か

っ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の

よ
う
な

こ
と
は
延
文
の
碑
に
つ

い
て
も
い

え
る
よ
う
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
‘
延
文
六
年
は
三
月
二
十
九

日
に
康
安
と
改
元
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
が
‘

こ
の
碑
も
六
月
二
十
三
日
の
紀
年
を
も
つ
の
で
‘

お
よ
そ
三
か
月
も
改
元
の
情
報
が
伝
わ
ら
な
か

っ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
三
か
月
な

い
し
四
か

月

の
改
元
情
報
の

お
く
れ
と

い
う
こ
と
は
‘
他

に
六
か
月
の
お
く
れ
と

い
う
例
も
報
告
さ
れ
て

い
る

の
で
‘
決
し
て
め
ず
ら
し
い

こ
と
で
は
な
い
。

②
種
子
に

つ
い
て

菩そ特
薩 の 徴種
中の子
ので あの
三 ‘る種
基 特 表 類
が に わは ,,,. 
ああれ 表・
る げ 方 (1)
こ るは の
と とし通
で す て り

※勢至菩社であるかもしれ
あ れいで
ろ ばなあ

ない。 項i
※※ベイの薬帥如来のよ う ヵ、 と 、
にも見えるがパクの釈迦 0 

如来であろう。 至ズに ▲ 回向院跡
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種
子
の
彫
り
方
は
‘

NaS
の
寛
正

の
碑
の
ア
ー

ン
ク
（
大
日
如
来
）
を
除
い
て
は
‘
そ
の
彫
り

方
は
比
較
的
浅
く
‘
碑
に
よ
っ
て
は
‘
ま

っ
た

＜
椎
拙
な
彫
り
方
を
し
て
い
る
も
の
か
あ
る
。

③
悩
に
つ
い
て

悩
は
次
の

二
句
に
な
る
。

⑥
寛
正

の
碑

諸
仏
念
衆
生
衆
生
不
念
仏

父
母
常
念
子

子

不
念
父
母

RNan
陣
の
碑

葉
木
国
土
悉
皆
成
仏

い
づ
れ
も
出
典
不
明
て
あ
る
が
‘

⑥
に
つ
い

て
は
石
巻
地
方
に
お

い
て
一
基
確
認
さ
れ
て
い

る
か
‘

R
に
つ

い
て
は
小
竹
浜
の
板
碑
か
初
見

で
あ
る
。

こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
小
竹
浜

の
板
碑

の
特
性
が
あ
る
よ
う
な
気
か
す
る
。

④
総
合
的
な
観
察

近
世
以
前
の
小
竹
浜
に
つ
い
て
は
‘

そ
れ
を

伝
え
る
も
の
は
国
家
に
よ
る
前
九
年
の
役
あ
る

い
は
後
三
年
の
役
後
の
も
の
て
あ

っ
た
。
し
か

し
‘
今
回
の
小
竹
浜
の
調
査
で
、
い

ま
ま
て
に

知
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
板
碑
が
断
碑
も
含
め
て

で
は
あ
る
が
‘
十
六
基
も
確
認
さ
れ
た
こ
と
は
‘

小
竹
浜
に
と

っ
て

の
み
な
ら
ず
、
石
巻
地
方
の

中
世
文
化
を
考
え
る
上
に
も
重
要
な
こ
と
て
あ

る
と
思
つ
。
そ
れ
は
小
竹
浜
に
お
い

て
確
認
さ

れ
た
板
碑

の
中
の
応
永
十
七
年
碑
に
‘
か
す
か

で
は
あ
る
か
金
箔
の
痕
跡
か
あ
り
‘
こ
の
こ
と

は
す
で
に
岩
切
束
光
寺
に

お
い
て
確
認
さ
れ
て

い
る
板
碑
造
立
の
手
法
が
小
竹
浜
に
も
伝
わ

っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
年
代
的

に
は
南
北
朝
時
代
初
期
が
そ
の
上
限
で
あ
る
か
‘

は
と
ん
ど
の
板
碑
が
集
中
的
に
確
認
さ
れ
て
い

る
洲
土
歩
山
回
向
院
跡
を
発
掘
調
査
す
る
こ
と

保
存
に
つ
い
て
の
提
言

小
竹
浜
の
板
碑
は
日
枝
神
社
裏

の
阿
弥
陀
三

惇
碑
を
除
い
て
‘
洲
土
歩
山
回
向
院
跡
に
集
中

し
て
い
る
。
そ
れ
も
‘

放
沼
さ
れ
て
い
る
と
い

っ
て

い
い
状
態

で
あ
る
。

回
向
院
跡
は
現
在

は
個
人

の
所
有
地
に
な
っ
て
お
り
‘
江
戸
時
代

の
墓
石
と
と
も
に
荒
地
の
ま
ま
に
放
置
さ
れ
て

い
る
。
小
竹
浜
の
人
達
は

こ
こ
を
寺
小
屋
跡
と

も
い

っ
て
い
る
。
回
向
院
は
‘
そ
の
年
代
を
さ

ぐ
る
文
献
は
見
当
ら
な
い
か
‘
土
地
の
人
達
か

寺
小
屋
跡
と
い

う
こ
と
か
ら
考
え
る
と
中
世
ま

で
さ
か
の
ぽ
れ
る
寺
院
て
は
な
い
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
‘
そ
こ
に
板
碑
が
多
数
存
在
す
る

こ
と
か
ら
‘
あ
る
い
は
他
の
中
世

の
廃
寺
跡
て

あ
る
可
能
性
も
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
‘
小

竹
浜
の
回
向
院
の
解
明
と
板
碑
保
存

の
作
業

は‘

小
竹
浜
の
歴
史
に
と

っ
て
重
要
な
こ
と
て

あ
る
。
根
本
史
料
の
役
割
を
果
す
板
碑
は
‘
現

在
の
散
在
の
状
態
か
ら
一

刻
も
早
く
‘

一
か
所

に
集
め

て
管
理
保
存
さ
れ
る
こ
と
が

の
ぞ
ま
し

、
。
＇＞ 

4
 

が
て
き
れ
ば
‘
鎌
倉
時
代
に
ま
で
さ
か
の
ぽ
る

可
能
性
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

板
碑

の
内
容
を
よ
く
伝
え
る
も
の
と
し
て
は

NoS
の
寛
正

の
碑
が
注
目
さ
れ
て
よ
い
と
思
う。

そ
れ
は
‘
板
碑
が
卒
塔
婆
て
あ
る
こ
と
を
明
記

し
て
お
り
‘
さ
ら
に
‘
卒
塔
婆
で
あ
る

こ
と
の

た
め
に
‘
年
忌
供
養
に
造
立
さ
れ
た
こ
と
を
も

示
し
て
い
る
か
ら
て
あ
る
。
例
の
少
い
低
か
刻

さ
れ
て
い
る

こ
と
も
重
要
で
あ
り
‘
そ
の
頂
部

が
三
角
形
に
調
整
さ
れ
‘
上
部
か
突
出
て
い
る

こ
と
も
特
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

No.3 No. 2 No. 1 
図

(1) 

玄
リ

、灰

釆
三
年
大
月
口
口

. fl j 

ヤロ
上。追
者
魯
翌
哀
°

/

）
主
＇（

史
塁
算
‘
―甘サ
―ー百
淑
且

H : 115cm 

T : 15cm 

W : 30cm 

枯板岩

H : 100cm 

T : 7cm 

W:  30cm 

枯板岩

H : 130cm 

T : 7cm 

W : 60cm 

枯板岩
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No. 6 No. 5 No.4 

乏l
相
令
も

l
§
B
0
口
0

P
上
贔
芦
樟
危
史

応
哀
穴
年
守
月
十
B

夷-
穴
｀
沢
ナ
亙
年
詈
ナ
者

相
霊
苫
丁
箪
瓜
人
た
り

8
名
ょ

厄
浪
＋
年

tl月
8
汲
白

H : 106cm 

T : 6cm 

W:  28cm 

枯板岩

H : 82cm 

T : 15cm 

W:  29cm 

枯板岩

H : 103cm 

T:  10cm 

W : 55cm 

枯板岩

No.10 No. 9 No.8 No. 7 

H : 190cm 

T : 17cm 

W:  30cm 

粘板岩

相
告
E
B
4
年
ふ
辰
／

H : 150cm 

T : 10cm 

ふ
心

白

拷

悠

定

各

o
え
i
i秀
羞

景
生
ズ
念
仏

苔

埠
足

t
七
午
忌
‘
4

ぞ

全

奉

石

洛

苓

一

久
名
＇
念

J

本
迄
L

乞
ら
2
d

J
不
＾
各
へ
今

入

4
3十
―
l
g

オシ＂染

為
ロ
ロ
ロ
ロ

W : 35cm 

枯板岩

H : 100cm 

T : 6cm 

W:  38cm 

枯板岩

ロ

口
哀
l

l

l

年
m
月
習ロ

H : 100cm 

T : 5cm 

W:  40cm 

枯板岩
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No13 No.12 No.11 

乏ピ
「

_
|
l

1
―
片
さ

B

鼠
祥
門
定

し。妥）
を
玉
民
、

11

度
不
因
ェ

H : 135cm 

T : 7cm 

W: 40cm 

粘板岩

No.16 

H : 74cm 

T: 3.5cm 

W: 28cm 

粘板岩

H : 80cm 

T: 10cm 

W: 20cm 

枯板岩

No.15 

恥
]賃； 夏

滋
一
秀
祥
門
史

No.14 

空
令
芍
来
甘

◇

委

未

困
4

0

賣
～
鸞
屯

H : 132cm 

T:  10cm 

W:  46cm 

粘板岩

H : 68cm 

T : 5cm 

W:  24cm 

枯板岩

H : 65cm 

T : 5cm 

W : 25cm 

枯板岩
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渡
海
-‘
田
代
濱
ヘ

-‘
網
地
濱
ヘ

五
里
七
里
拾
八
町

昭
和
五
十
五
年
度
古
文
書
分
布
調
査
報
告

一、

江
戸
時
代
の
小
竹
浜

小
竹
浜
は
‘
石
巻
市
の
東
南
部
‘
牡
鹿
半
島

の
西
岸
に
あ
る
漁
村
で
あ
る
。
渡
波
の
佐
須
浜

か
ら
南

へ
半
島
沿
い
に
あ
る
天
然
の
良
港
で
、

港
の
周
辺
に
集
落
が
あ
る
。
ま
た
港
の
入
口
に

前
九
年
の
役

の
時
の
安
倍
氏

一
族
の
伝
説
の
あ

る
弁
天
島
が
あ
り
‘
さ
ら
に
西
に
生
草
島
が
あ

る
。
現
在
こ
の
小
竹
浜
と
折
浜
を
結
ぶ
道
路
改

良
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
も
な
く
開
通
す

る
。こ

の
小
竹
浜
に

つ
い
て
、
江
戸
時
代
の
各
吾

に
記
述
さ
れ
て
い
る
内
容
を
別
記
し
て
お
き
た

、。し
小
竹
浜
は
‘

天
喜
四
年

(
1
0
五
六）

前
九

年
の
役
の
折
‘
源
義
家
に
従

っ
て
き
た
士
卒
ニ
・

三
人
残

っ
て
居
住
し
た
と
い

う
説

(
r
牡
鹿
郡

誌
」）

と
安
倍
氏
滅
亡
と
同
時
に
そ

の一

族
が

こ
こ
に
逃
れ
て
住
み

つ
い
た
と
い
う
説
（『
石
巻

市
史
」
五
）
が
あ
る
。
さ
ら
に
江
戸
時
代
は
‘

「
住
民
は
明
治
維
新
ま
で
江
戸
通
ひ
の
親
船
の

船
頭
及
び
船
乗
り
を
専
業
と
な
し
、

主
と
し
て

伊
達
家
の
米
穀
を
積
み
た
り
。
当
時
当
地
に
御

番
所
あ
り
て
夫
等
の
監
視
を
な
せ
り
」
(
r
牡

鹿
郡
誌
」）

と
あ

っ
て
、
江

戸
廻
米

の
千
石
船

（天
当
船
）
の
船
頭

•

水
主
の
供
給
地
で
あ
っ

こ
。
f
 小
竹
浜

の
地
名
が
出
て
く
る
最
初
は
‘
慶
長

十
六
年

（一

六

―
-
）

十

一
月
‘
イ
ス

パ
ニ
ア

特
派
大
使
セ

バ
ス
チ
ャ

ン

・
ピ
ス
カ
イ
ノ
が‘

伊
達
政
宗
の
許
可
を
得
て
領
内
沿
岸
を
探
険
し

の
ち
に
ま
と
め
た

r
金
銀
島
探
険
報
告
」
で
あ

る
。
同
書
に
‘
「
日
曜
日
航
海
を
続
け

て
又
河

口
水
浅
き

一
河
の
慮
に
至
れ
り
‘
之
よ
り

一
レ

グ
ワ
を
距
て
て
全
く
風
を
受
け
ず
水
深
き
良
港

あ
り
‘
千
ト

ン
以
上
の
船
も
碇
泊
す
る
こ
と
を

得

ぺ
し
‘
此
所
に
小
竹
と
い
ふ

一
村
あ
り
‘
此

港
を
サ
ン
タ
・
マ
ル
ガ
リ
タ
と
命
名
せ
り
‘
そ

の
緯
度
は
三
十
八
度
強
な
り
…
…
」
と
記
し
‘

小
竹
浜
は
天
然
の
良
港
と
見
て
い
る
。

江
戸
時
代
の
小
竹
浜
は
‘
遠
嶋

（
牡
鹿
半
島
）

の
内
‘
狐
崎
組
大
肝
入
支
配
下
の
村
で
あ

っ
た
。

元
禄
十

一
年

(
-
六
九
八

）
の
「
牡
鹿
郡
萬

御
改
書
上
」
に
は
‘

小
竹
濱

束

西

五

丁

四

拾

間

南

北

壱

丁

五

拾

七

間

-‘

畑

代

壱

貫
六
百
五
拾
三
文

御

蔵

入

内

壱

貰

三
百

七

拾

九

文

新

田

裔

弐

貫

七

百

九

拾

三
文

海

上

人
頭

三
拾
七
人

-‘
人
数

三
百
弐
拾
九
人

-、
男
百
九
拾
壱
人

-、

女

百

三
拾
八
人

-‘

小

竹

濱

在

家

東

西

四

拾

七

間

南

北

五

拾

七

間

肝

入

庄

三
郎

石
巻
市
文
化
財

保
護
委

員

石

垣

宏

四
里
拾
八
町

-、
大
原
濱

ヘ

-‘
諸
廻
船
御
札
有

-‘
御
穀
改
番
所

三
間
五
間

-‘
馬

の

瀬

嶋

横

弐

拾

間

長

壱

丁

-‘

生

く

さ

嶋

横

拾

間

長

三
拾
間

-、
山
王
宮

弐

尺

七

寸

四

方

板

虹

御
神
駄
縁
記
無
祭
礼
三
月
十
五
日
別
当

無

-、

明

神

宮

弐

尺

三
寸

四

方

同

右
同
断

-‘
弁
才
天
宮
弐
尺
四
方

右
同
断

-‘
村
寺
真
言
宗
江
上
山
威
光
院

仙
台
龍
宝
寺
末
寺

と
あ
り
‘
小
竹
浜
は
藩
直
轄
地
で
、
人
口
三
二

九
人
‘
交
通
の
要
地
て
も
あ
り
‘
脱
石
取
締
り

の
御
穀
改
番
所
が
あ

っ
た
と
い
う
。

さ
ら
に
明
和
九
年

(
-
七
七
二）

の

r
封
内

風
土
記
』
に
は
‘

小
竹
濱
。
戸
口
凡
六
十
六
。
有
号
阿
久
濱
地
。

神
社
凡
三。

神
明
宮。

不
詳
何
時
勧
請
。
山

王
社
。
同
上
。
明
神
社
。
不
詳
何
時
祭
何
神
。

仏
宇

一。

弁
財
天
堂
。
在
馬
背
島
。
不
詳
何

時
創
建
。
寺

一。

江
上
山
威
光
院
。
真
言
宗

仙
台
府
下
。
龍
宝
寺
末
寺
。
不
詳
何
時
何
人

開
山
。
島
凡
二。

馬
背
島
。
島
上
有
池
。
偲

云
。
弁
財
天
御
手
濯
池
也
。
古
昔
季
秋
。
邑

民
各
放
牝
馬
於
此
島
。
及
春
三
月
潮
乾
時
。

其
馬
帰
邑
。
偶
有
産
馬
児
者
。
生
草
島
。
巖

一。

在
馬
背
島
南
磯
。
高
四
丈
許
。
四
方
有

縦
横
共

一
丈
五
尺
許
之
穴
。
而
洞
達
。
其
形

如
鞍
゜

と
あ
り
‘

六
十
六
戸
の
家
が
あ
り
‘
神
社
・
寺

院
•

島
に

つ
い
て
記
し
て
い
る

。

江
戸
時
代
小
竹
浜
は
交
通
の
要
地
で
あ
り
‘

船
頭

・
水
主
の
供
給
地
で
あ

っ
た
が
、
江
戸
廻

米
の
途
中
に
漂
流
難
破
し
た
記
録
も
あ
る
。
ニ

つ
紹
介
し
た
い
。
―

つ
は
安
永
三
年

(
-
七
七

四
）
の
六
兵
衛
船
•
永
福
丸
の
中
国
福
建
省
漂

着
の
記
録
て
あ
る
。
詳
細
は
‘
石
巻
市
史
編
緩

査
料
集

『
伊
寺
水
門
』
二
集
に
佐
藤
雄

一
先
生

が
解
読
紹
介
し
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

こ
の
六
兵
衛
船
は
小
竹
浜
の
船
で
あ

っ
た
か
‘

石
巻
の
船
に
乗
り
組
ん
で
い
た
小
竹
浜
出
身
の

水
主
の
査
料
が
も
う

―
つ
で
あ
る
。
そ
れ
は
究

政
五
年

(
-
七
九
三）

石
巻
港
を
出
帆
し
た
若

宮
丸
が
ロ
シ
ア
に
漂
着
し
‘
十
六
人
の
う
ち
四

人
が
帰
国
し
た
記
録
で
あ
る
か
‘
そ
の
十
六
人

の
中
に
小
竹
浜
出
身
の
水
主
阿
部
屋
吉
郎
次
が

お
り
‘
ロ
シ
ア
の
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
滞
留
中
病
死

し
た
の
で
‘
仲
間
が
硲
石
を
建
立
し
た
と
あ
り
｀

こ
れ
が
明
治
三
十
三
年
に
日
本
人
に
よ

っ
て
確

認
さ
れ

て
い
る
事
実
で
あ
る

(
r
日
本
人
漂
流

已

）。

吾
口
」
十
九
世
紀
に
入
る
と
‘
領
国
体
制
に
あ
る
日

本
に
欧
米
列
強
が
接
近
し
開
固
を
求
め
る
よ
う

に
な
り
‘
沿
岸
に
外
国
船
が
出
没
し
た
。
幕
府

は
こ
れ
に
対
し
て
文
政
八
年

(
-
八
二
五
）
に

異
国
船
打
払
令
を
出
し
、
領
国
体
制
の
維
持
を

は
か
ろ
う
と
‘
各
藩
に
命
じ
て
沿
岸
の
防
備
を

厳
重
に
す
る
よ
う
命
じ
て
い
る
。
仙
台
藩
で
も

沿
岸
の
警
備
の
た
め
各
家
臣
を
割
り
当
て
た
が

‘

牡
鹿
半
島
の
沿
岸
を
担
当
し
た
の
が
‘
登
米
伊

達
家
と
佐
沼
亘
理
家
で
あ

っ
た
。
（
「
海
岸
御

備
留
」
文
政
八
年
三
月
）。

小
竹
浜
に
も
鉄
砲

・

弓
•

長
柄
な
ど
の
武
器
が
備
え
ら
れ
て
い
る

。

以
上
‘
紙
数
の
こ
と
も
あ
り
管
見
で
き
る
史

料
で
の
み
‘
小
竹
浜
の
様
子
を
記
し
て
み
た
わ
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二
、
江
戸
時
代
の
折
浜
の
史
料

折

濱

東

西

弐

拾

壱

丁

五
拾
間

南

北

九

丁

三
拾
間

-‘
畑
代

八
百
五
拾
文

内

弐
百
七
拾
三
文

新

田

高

菜

畑

代

拾

七

文

高

四

百

文

海

上

人
頭
百
三
拾
壱
人
拾
人

-‘
人
数

百
三
拾
壱
人

-、
男
七
拾
人

-、
女

六
拾
壱
人

-

‘

折

濱

在

家

束

西

壱

丁

拾

間

南

北

壱

丁

蛤
濱
拾
軒
之
内

三
軒
折
濱
分

七
軒
桃
浦
分

肝

入

清

左

衛

門

折
之
濱
之
内
田
ノ
濱

-‘
御
城
ぷ
拾
六
里
程

「
明
野
場

-‘

御

林

壱

ヶ
所

御
山
守

平

左

衛

門

白

石

細

峯

山

-‘

唐

竹

藪

壱

ヶ

所

-‘
伊
豆
権
現
宮

弐

尺

四

方

板

茸

御
神
舷
緑
記
別
常
無
祭
礼
三
月
七
日

-、
村
寺
曹
洞
宗
両
沢
山
峰
耕
庵

持
高

三
拾
壱
文

湊
村
梅
疾
寺
末
寺

（
元
採
十
一

・「
牡
鹿
坪
恥
御
改
印
よ
）

折
ノ
濱
。
戸
口
几
十
八
。
神
社

一
。
伊
豆
権

現
社
。
不
詳
何
時
勧
請
。
寺

一
。
西
澤
山

峯
耕
庵
゜
曹
洞
宗
。
本
郡
湊
邑
。
梅
埃
寺

末
寺
。
側
云
。
側
室
宗
舒
和
尚
開
山
。
不

け
で
あ
る
。

=-
、
古
文
書
分
布
調
査
報
告

1

経
過

本
年
度
は
‘

今
ま
で
調
査
し
て
い
な
か

っ
た

小
竹
浜
を
中
心
に
‘
さ
ら
に
隣
り

の
浜
で
あ
る

折
浜
に
も
調
査
の
手
を
の
は
し
て
み
た
わ
け
て

あ
る
。
小
竹
浜
は
‘
前
述
の
よ
う
に
‘
江
戸
時

代
は
水
連
の
拠
点
と
し
て
御
穀
改
番
所
か
お
か

れ
,
ま
た
海
連
の
船
の
船
頭
•
水
主
の
供
給
地

で
あ

っ
た
。
さ
ら
に
は
そ
の
後
の
水
連
の
発
達

と
共
に
船
主
で
あ

っ
た
家
も
多
く
‘

漁
業

・
海

運
の
基
地
と
し
て
繁
栄
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
立
地
条
件
に
あ
る
小
竹
浜
に
‘

水
•

海
連
・
漁
業
関
係
文
否
か
所
蔵
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
期
待
し
て
調
査
に
入
っ
た
わ
け
で
あ

る
。
ま
す
事
前
に
‘
小
竹
浜
の
旧
家
を
中
心
に

文
書
所
蔵
の
有
無
を
確
認
し
た
わ
け
て
あ
る
か
‘

昭
和
二
十
七
年
の
大
火
の
た
め
所
蔵
し
て
お
ら

れ
る
家
か
少
な
く
‘
あ
ま
り
期
待
で
き
そ
う
に

な
か

っ
た
か
‘

六
月
中
に
三
軒
ほ
ど

の
家
か
ら

情
報
を
得
‘

う
ち

―
軒
に
つ
い

て
は
日
程

の
都

合
上
閲
笈
で
き
な
か

っ
た
か
‘

他
の
二
軒
に

つ

い
て
は
心
よ
く
見
せ
て

い
た
だ
い
た
。

e阿
部
隆
治
氏

0
阿
部
韮
蔵
氏

の
二

軒
て
あ
っ
た
。
両
家
と
も
旧
家
て
‘
い
ず
れ
も

も
と
船
主
で
あ
る
。
特
に
阿
部
隆
治
氏
に
は
古

い
士
蔵
が
あ
り
‘
大
火
の
時
に
は
こ

の
土
蔵
で

火
が
止
ま

っ
た
と
さ
れ
‘
こ
の
土
蔵
の
中
に
入

れ
て
も
ら

っ
て
閲
虹
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
土

蔵
の

二
階
に
は
和
漢
書
類
が
ぎ

っ
し
り
重
ね
ら

れ
て
お
り
‘
そ

の
一

部
を
見
せ
て
い
た
だ
い

た
。

寺
子
屋
の
教
科
岩
と
な
っ
た
儒
教
関
係
の
木
版

詳
其
年
月
。（「

封
内
風
土
記
」『
仙
台
殺
古
」

の
曹
藉
か
多
か
っ
た
か
‘
こ
れ
を
写
真
撮
影
し

て
目
録
カ
ー
ド
に
貼
付
し
て
お
い
た
。

阿
部
重
蔵
氏
宅
に
は
‘
天
保
か
ら
明
治
期
の

史
料
が
多
か

っ
た
か
‘
今
回
は
表
紙

の
み
写
真

に
と
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
。

次
に
折
浜
の
調
査
に
入
り
‘
平
塚
腎
之
助
氏

所
蔵
文
告
を
見
せ
て
い
た

だ
い
た
。
平
塚
氏
は

学
区
調
整
委
員
で
も
あ
り
‘
文
化
財
に
対
す
る

認
識
も
高
く
‘
・
好
意
を
も

っ
て
教
示

い
た
だ
い

た
。
束
浜
地
区

の
旧
家
を
回

っ
て
も
古
文
書
を

所
蔵
し
て
い
る
家
は
少
な
い
と
の
こ
と
で
あ

っ

た
。
各
浜
と
も
津
波
や
火
災
の
た
め
で
あ
る
と

の
こ
と
で
あ

っ
た
。
な
お

『
石
巻
市
史
」
五
巻

に
記
載
の
あ
る
折
浜
平
塚
家

（
大
肝
入
）
の
古

文
書
の
所
在
を
伺
っ
た
。
賛
之
助
氏

の
助
力
で

折
浜
大
肝
入
平
塚
家
の
屋
敷
の
襖
の
下
張
り
か

ら
出
た
古
文
書
か
‘
現
在
市
図
書
館
に
所
蔵
さ

れ
て
い
る

こ
と
か
判
明
し
た
。
齢
は
千
数
百
枚

に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
か
‘
大
き
な
袋
で
四

袋
に
ぎ

っ
し
り
と
入

っ
て
お

っ
た
。
現
在

一
袋

整
理
中
で
あ
る
か
‘
大
肝
入

（
狐
崎
組
）
文
書

で
あ
る

の
で
‘
行
政
上
の
問
題
が
解
明
さ
れ
る

こ
と
か
期
待
で
き
よ
う
。

2

内
容

調
査
に
よ

っ
て
確
認
で
き
た
文
書
は
‘
後
述

の
目
録
の
通
り
で
あ
る
。

⑦
阿
部
家
文
書
（小
竹
浜
阿
部
隆
治
氏
蔵
）
九
点

り
阿
部
家
文
書
（小
竹
浜
阿
部
重
蔵
氏
蔵
）＋
四
点

団
平
塚
家
文
書
（折
浜
平
塚
賢
之
助
氏
蔵
）＋―
-点

3

調
査
物
件
に
対
す
る
所
見

m
阿
部
（隆
）家
文
書

前
述

の
如
く
‘
和
漢
杏
類
か
多
く
貴
重
な
書

籍
で
あ
る
。
そ
の
外
に
貨
重
な
文
書
と
し
て
は

「
衣
服
之
制
」（
年
代
不
明

）、
「
御
用
博
留
」

（
脱
応
四
年
正
月
）
、
「
文
政
武
鑑
」
、
「天
保
八

年

の
暦
」
か

あ
る
。
こ
の
内‘

「
衣
服
之
制
」

に
つ
い
て
は
‘
一

部
解
読
し
だ

の
を
後
述
し
た

‘
 ＇ い

阿
部
（
重
）
家
文
告

所
蔵
文
書
に
は
‘

天
保
十
二
年
の
山
王
大
権

現
の
鳥
居
の
寄
進
と
‘
明
治
十
四
ー
十
五
年
の

日
枝
神
社
の
屋
根
替
え
の
会
計
報
告
か
多
か

っ

た
。
中
て
も
貧
重
な
も
の
は
‘
天
保
十
年
に
三

十

一
両
二
歩
の
献
金
を
し
た
の
に
対
し
て
‘
仙

台
藩
よ
り

「
永
代
麻
上
下
箔
用
」
の
許
可
を
受

け
た
叩
円
状
‘
石
巻
前
金
船

（
南
部
藩
江
戸
廻
米

の
船
）
の
沖
船
頭
重
蔵
が

二
人
扶
持
を
与
え
ら

れ
た
書
状
‘

天
保
十
二
年
の
海
運
に
関
し
て
の

条
文
の
習
状

（
目
録

10
)
な
ど
で
あ
る
。

団

平

塚

文

書

平
塚
家
の
先
祖
は
白
川
氏
を
名
乗

っ
た
と
い

う
が
記
録
は
な
か

っ
た
。
文
化
三
年
七
月
二
日

付
の
高
野
山
五
大
院
よ
り
先
祖
供
養
の
掛
軸
か

所
蔵
さ
れ
お
り
‘
宛
名
は
白
川
庄
三
郎
と
な

っ

て
い
る
。
そ
の
五
大
院
に
往
復
し
た
旅
日
記
か

残
さ
れ
て
い
る
か‘

一
部
破
損
し
て
お
り
全
文

解
読
は
困
難
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
外
金
子
借

用
証
文
等
が
多
く
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

四
、
保
護
に
関
す
る
所
見

本
年
度
は
小
竹
浜
を
中
心
に
‘
さ
ら
に
折
浜

か
ら
も
情
報
を
い
た
だ
い
た
の
で
調
査
し
た
わ

け
で
あ
る
が
‘
い
す
れ
も
古
文
書
や
書
籍
を
大

切
に
保
管
‘
所
蔵
し
て
お
ら
れ
｀
た
だ

一
部
虫

害
の
た
め
破
損
し
て
い
る
の
も
見
ら
れ
た

か‘

そ
の
他
は
家
宝
と
し
て
大
切
に
保
存
さ
れ
て
お

ら
れ
る
の
で
安
心
し
た
わ
け
て
あ
る
。
今
後
貴

重
な
史
料
は
‘

マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
化
‘
ま
た
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は
コ
ピ
ー
を
二
部
ず

つ
取

っ
て‘

一
部
は
市
の

施
設
に
‘

一
部
と
原
本
は
所
蔵
者
に
と
い
う
方

策
を
と
る
へ
き
と
思
わ
れ
る
。
市
の
施
設
に
関

し
て
は
‘
古
文
書
の
保
管

・
展
示
・
研
究
・
記

録
保
存
備
品
の
備
え

つ
け
‘
古
文
書
担
当
学
芸

貝
の
配
酒
の
で
き
る
博
物
館
を
切
に
望
む
も
の

で
あ
る
。

五
、
今
後
の
調
査
予
定

本
年
度
の
調
査
に
ひ
き
つ
つ
き
‘
次
年
度
は
‘

①
寺
社
関
係

②
地
区
設
定
と
し
て
稲
井
真
野

日
向
•
日
影
地
区

③
市
民
よ
り
の
情
報
提
供

に
よ
る
調
査
を
進
め
た
い
と
思

っ
て

い
る
。
市

内
て

一
点
て
も
古
文
書
を
お
持
ち
の
方
‘
せ
ひ

お
知
ら
せ
い
た
だ
き
た
い

。

〈
阿
部
（隆
）
文
書
〉

衣
服
之
制

※

一
御

一
門
衆

4
三
千
石
以
上
制
外
た
り
と
い

ヘ

共
‘
御
國
元
二
お
ゐ
て
ハ
多
具

ハ
軽
品
を
被

相
用
‘
常
ニ

ハ
羽
二
重
以
下
木
綿
を
茂
可
被

相
用
託

]
羅
紗
羅
脊
板
者
火
事
装
束
合
利
之
外
‘
江
戸

御
國
共
御

一
門
衆

4
三
千
石
以
上
た
り
と
も

済
用
難
成
託
事

一
三
干
石
以
下
者
家
柄
役
之
高
下
二
よ
ら
す
‘

巻
物
以
上
着
用
難
成
託
事

但
御
家
老
御
済
用
不
苦
砂
且
江
戸
他
國
不

及
申
発
足
済
託
節
共
大
番
組
以
上
も
巻
物

以
上
済
不
苦
託
事

※

一
番
頭
以
上
之
輩
指
立
託
節
巻
物
以
上
浙
用
不

苦
‘
常
々
者
羽

二
重
以
下
木
綿
を
も
可
相
用

一
組
侍
者
羽

―
―
重
以
上
稽
用
難
成
託
事

但
江
戸
他
國
二
お

ゐ
て
も
巻
物
以
上
着
用

難
成
砂
事

一
家
業
人
芸
道
相
勤
坪
節
巻
物
以
上
相
用
不
苦

託
謡
子
椴
子
統
等
者
難
成
託
事

但
廉
服
相
用
託
儀
者
勝
手
次
第
之
事
‘
常

式
御
院
ハ
勿
論
御
見
分
等
二
者
羽
二
重
以

下
斗
堅
相
用
‘
巻
物
之
類
済
立
候
節
斗
二

可
相
用
‘
常
々
ハ
身
分
二
応
託
品
可
相
用

由
‘
文
化
拾

一
年
七
月
二
相
闊

※

一
婦
女
之
衣
服
者
父
夫
之
身
分
准
可
申
託
縫
縮

み
金
糸
入
者
着
用
難
成
昨
事

但
浩
所
以
下
者
縫
ち
ら
し

一
切
着
用
難
成

一
幼
少
之
子
供
男
女
共
六
二
可
准
事

一
縫
紋
金
糸
紅
糸
紫
糸
難
成
託
事

但
婦
女
幼
少
之
男
子
金
糸
外
不
苦
坪
事

一
紅
裏

4
紅
襟
紬
ハ
御
免
之
者
之
外
浩
用
難
成

託
事但
拝
領
物
二
託
共
‘
右
同
断
‘
且
拾
六
歳

辿
培
用
不
苦
咋
‘
尤
頭
中
之
よ
ら
品
ハ
不

差
支
託
事

附
紅
衷
御
免
之
者
肌
身
襟
袖
ふ
□
ロ
ロ
ロ

之
襟
共
不
苦
託
事

一
白
無
垢
者
法
服
法
口
之
外
渚
用
難
成

5
事

但
諸
侍
之
外
何
無
垢
二
而
茂
着
用
難
成
託

事

一
襟
端
袖
頭
中
袖
口
裂
等
口
紬
之
物
者
類
用
坪

而
茂
不
苦
託
事
亀

但
純
子
繍
子
統
以
上
者
難
成
几
‘
且
合
羽

之
標
二
者
毛
織
兼
天
鳶
色
共
不
苦
託

婦
人
相
用
託
坊
主
合
羽
之
半
襟
二
も
天
稔

色
相
用
不
苦
註
事

一
御
旗
元
足
軽

4
諸
組
之
者
凡
下
御
扶
持
人
等

法
舷
之
者
共
絹
紬
之
類
可
為
無
用
託
事

但

惟

子

半

等

者

不

苦

几

‘

且

凡

下

御

乱
舞
之
者
芸
道
所
佐
相
勤
託
節

4
御
掃
除

同
右

阿
部
重
蔵
氏
所
蔵
文
書

寄
進
面
附
帳

萬

覚

帳

｀
 

阿
部
隆
治
氏
所
蔵
文
書
衣
服
之
制

坊
主
外
人
會
交
之
節
二
限
り
絹
紬
着
用
不

苦
託
事

法
射
御
免
之
諸
職
人
江
戸
表
外
人
會
交
之

節
絹
類
着
用
不
苦
咋
事

一
百
姓
者
大
肝
入
始
男
女
共
布
木
綿
之
外
消
用

難
成
託
‘
帯
襟
袖
口
等
惣
而
絹
紬
之
類
可
為

無
用
託
木
綿
合
羽

一
切
着
用
難
成
託
事

但
百
姓
者
医
師
二
而
茂
難
成
砕
事

※

一
御
城
下
町
人
御
門
前
町
之
者
迫
男
女
共
木
綿

可
相
用
砂
‘
襟
袖
口
帯
等
二
絹
つ
む
き
之
類

相
用
託
俄
難
成
、
且
晒
惟
子
半
晒
者
相
用
不

苦
託
事
但
御
町
医
師
者
其
身
今
妻
子
共
絹
紬
済
用

不
苦
坪
‘
帯
等
二
者
巻
物

ハ
難
成
託
事

※

一
倍
臣
之
衣
服

一
御

一
門
衆
家
来

一
家
な
小
性
辿
御

一
家
御

一
族
御
家
老
竺
二
千
石
以
上
之
家
来

一
家

汐
留
主
居
辿
代
々
希
座
今
大
番
頭
格
以
上

之
家
来

一
家
よ
り
家
老
指
次
辿
衣
服
之
代

々
箔
座
之
家
米

ハ
此
格
二
無
之
託

右
之
分
指
立
託
節
絹
紬
箔
用
不
苦
託

※

一
五
百
石
以
上
之
者
番
頭
格
以
上
之
家
米
ふ
千

石
以
上
平
士
之
家
米
‘
右
ハ
家
老
指
次
辿
之

者
二
託
ハ
、
‘
外
人
ね
之
使
者
其
外
済
立
咋

節
斗
絹
紬
済
用
不
苦
常
々
ハ
木
綿
可
相
用
几

事
。

右
之
外
何
茂
木
綿
筍
用
可
仕
託

※

一
妾
者
侍
之
娘
二
而
茂
子
供
有
之
託
共
衣
服
家

来
之
格
二
可
准
託

一
宿
守
屋
敷
主
内
之
者
可
准
託

一
社
家
之
類
山
伏
み
坐
頭
者
□
口
有
之
託
と
も

俗
衣
之
節
者
御
取
扱
之
身
分
次
第
俗
辿
同
格

二
御
心
得
託
事

一
野
袴
者
番
頭
格
以
上
之
外
ハ
桁
用
難
成
託
事
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天
保
八
年

疫
応
四
年

文
政
二
年

但
御
番
医
師
御
近
苫
之
者
或
者
小
性
頭
仮

役
ふ
見
習
之
者
共
御
城
下
外

二
供
等
之
節

箔
用
不
苦
託
事

一
踏
込
者
諸
士
二
限
り
着
用
不
苦
5
‘
雖
然
御

騎
馬
み
御
供
立
且
火
事
場
江
者
兼
而
御
免
之

輩
之
外
箔
用
難
成
咋
事

（
略
）

一
野
袴
踏
込
立
昨
時
張
子
繍
子
統
之
外
巻
物
以

上
培
用
不
苦
託
事

（
略
）

一
東
照
宮
御
参
幡
之
節
廻

D
之
御
目
踏
込
箔
用

不
苦

胚
事

一
無
地
羅
毛
羽
織
二
相
用
不
苦
砂
事

一
羽
織
袴
等
衷

二
巻
物
以
上
相
用
坪
儀
組
士
以

下
者
難
成
託
事

（
略
）

一
脊
割
羽
織
御
参
勤
御
下
向
今
在
々
御
出
馬

阿
部
（
隆
）
家
文
書

ー
‘
衣
服
之
制

2
‘
御
用
側
留

3
‘
囲
碁
沓

4
‘
竹
敲
聞
寄

5‘

宮
城
県
地
誌

6
‘
文
政
武
鑑

7
‘
明
君
家
訓

8‘

天
保
八
ー
内
暦

9
‘
掛
図

（藤
原
寿
信
筆
）

そ
の
他

和

漢

書

類

多

数

目

（
小
竹
浜
阿
部
隆
治
氏
所
蔵
）

録 御
行
列
立
を
始
‘
都
而
旅
装
束
之
節
限
り
勝

手
次
第
箔
用
不
苦
託
事

（
略
）

一
脊
割
羽
織
指
用
御
家
中

一
統

4
陪
臣
御
帯
刀

之
者
迫
被
相
免
昨
事

一
諸
士
帯
溢
ハ
巻
物
以
上
不
苦
昨
‘
統
繍
子
縫

箔
金
入
之
類
ハ
難
成
昨
‘
天
鳶
毛
ハ

御

一
門

衆
三
千
石
以
上
た
り
共
相
用
託
義

ハ
難
成
託

尤
拝
領
物
二
而
も
同
様
之
事

「衣
服
之
制
」
の

文
書
の

一
部

解
読
文
を
載

せ
た
わ
け
て
あ
る
か
‘
条
文

の
※
の
印
は‘

『
仙

台
叢
書
』
二
巻
の

「法
禁
」
の
中

の
「
五
十
七
‘

御

一
門
衆
等
衣
服
之
制
之
事
」
と
同

一
の
内
容
の

条
文
て
あ
る
。
「
法
禁
」
の

条
文
は
明
和
七
年

十
月
で
あ
る
か
‘
阿
部
家
文
書
の「
衣
服
之
制
」

の
年
代
は
不
明

で
あ
る
。

一
ー‘

船
魂
神
額

2
｀
法
名
控

3
‘
山
王
大
権
現
石
鳥
居
寄
進
面
附
帳

4
、
山
王
様
石
鳥
居
全
行
屋
勘
定
目
録

5
‘
山
王
大
権
現
石
烏
居
寄
進
面
附
帳

6
‘
日
枝
神
社
御
屋
根
改
諸
懸
り
斌
党
帳

7
‘
三
王
大
権
現
石
鳥
居
寄
進

8
‘
日
枝
神
社
御
屋
根
替
―-"
金
子
請
取
帳

9
、
日
枝
神
社
金
子
請
取
帳

10‘

碧
状

ll
‘
書
状

（
麻
上
下
着
用
許
可
）

12
‘
書
状

（二

人
扶
持
）

13
‘
書
状

1
4
‘
由
緒
書

□

文

書

ー
｀
掛
図

2
‘
掛
図

3
‘
雷
状

（
遜
り
証
文
）

4
‘
覚

（
受
領
証
）

5
‘
杏
状

6
‘
忠
状

7
、
日
記
覚
帳

8
‘
書
状

9
‘
書
状

10‘

覚

ll
‘
書
状

12
‘
書
状

天
明
元

明
和
七

文
化
三

安
永
八

文
化
八

（折
浜

天
保
十
二

昭
和
二
十
八

天
保
十
二

天
保
十
二

天
保
十
二

明
治
十
四

天
保
十
二

明
治
十
五

明
治
十
五

天
保
十
二

天
保
十

平
塚
賢
之
助
氏
所
蔵
）

阿
部
（
重
）
家
文
書
（小
竹
浜

阿
部
重
蔵
氏
所
蔵
）

,' .', 
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二

、

総

観

現
今
‘
急
速
な
技
術
文
明

の
進
歩
に
よ

っ
て

社
会
は
激
し
く
変
動
し
て
い
る
。
そ
れ
に
つ
れ

て
過
去
の
慣
行

・
習
俗
も
だ

ん
だ
ん
実
施
さ
れ

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

特
に
常
民
の
生
活
を
支
え
て
き
た
民
具
は
‘

そ
の
機
能
が
失
わ
れ
る
と
紙
屑
の
よ
う
に
捨
て

さ
ら
れ
る
運
命
に
あ
る
。

こ
こ
に
小
竹
浜
の
調
査
収
集
を
行
い

‘
石
巻

地
方
の
基
層
文
化
を
知
る
食
料
を
得
‘
合
せ
て

そ
の
保
護
に
つ
と
め
た
い
。

注
：
・
：
・
隣
査
は
古
老
か
ら
の
聞
き
取
り
を
主
と

し
•
調
査
の
時
点
を
明
治
末
~
昭
和
初
頭

と
し
た
。

調
査
補
助
且
と
し
て
石
巻
工
業

高
校
人
文
科
学
部
員
（
阿
部
訓
彦
•
渡
辺

茂
・
宮
川
純
•
山
田
茂
樹
）
の
応
援
を
得

た
。
調
査
項
目
は
総
観
•
生
産
暦
・
衣
・

食
・
住
・
運
諭
交
易
・
一
生
の
儀
礼
・
社

会
生
活

・
年
中
行
平

・
民
具
と
し
、
昭
和

五
五
年
七
月
二
二
日
1
二
五
日
に
実
施
し

.
)
0
 

ー

明
治
末
の
小
竹
浜
は
五
二
戸
で
昭
和
五

一
年

は
世
帯
主

一
〇
二

人
で
あ
る
。
明
治
期
は
沿
岸

大
謀
網
漁
が
主
体
で
あ
っ
た
（
表
1
•
生
産
暦

の
注
参
照
）。

し
か
し
‘
今
（
五

一
年

）
は
船

員
か
多
く
‘

地
先
定
甜
網
を
経
営
し
て
い
る
世

一
、
は
じ
め
に

▼（図 1)小竹浜位置図

4ヽ
竹
浜
:t也
区
民
石俗
需資
化文 米斗
財保 . 

護 民
委 六目

員収

鈴 纂L
木調
東 禾早

報
行 .B:::.
ロ

0 調査地区

（
写
真
1
)
弁
天
島

（
写
真
3
)
昔
は
沢
が
流
れ
て
い
た
道
路
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女
の
年
令
集
団
と
し
て
嫁
講
の
地
蔵
講

・
婆

講
の
念
仏
講
が
あ
っ
た
。

お
盆
の

一
六

日
の
盆

船
送
り
は
上
•
中
・
下
区
の
子
供
た
ち
か
そ
れ

ぞ
れ
大
き
な
盆
船
を
作
り
海
に
流
し
た
。
昔
は

子
供
組
か
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る

（写
真
18
参
照
）

氏
神

（
山
王
大
権
現
↓
日
枝
神
社

）
の
祭
日

は
旧
暦
三
月
一
五
日
‘
弁
天
島
の
厳
島
神
社
（弁

天
さ
ん
）
の
祭
礼
は
旧
五
月

一
三

日

（
戦
前
は

旧
四
月

一
三

日
て
こ

の
日
に
日
枝
神
社
の
祭
り

も
や

っ
て

い
た

）
。
（
写
真

l
.
4
参
照

）

出
船
ー
弁
天
さ
ま
の
そ
ば
を
通
過
す
る
時
‘

く
ち

海
水
を
ツ
ル
ベ
て
汲
み
上
け
口
を
す
す
ぎ
‘
手

を
洗
い
‘
次
に
汲
ん
だ
水
を
船

の
お
船
盃
さ
ま

に
さ

っ
と
か
け
‘
お
潮
上
げ
を
し
て
大
漁
を
祈

願
し
た
。
ま
た
大
き
な
魚
を
と

っ
た
時
は
ホ
シ

（
心
臓

）
を
お
船
益
さ
ま
に

「
ト
ゥ
ャ
＂
ま
た

大
漁
」
と
言
っ
て
あ
け
拝
む
。

▲（写真6)重蔵の船室に祀ってあった船魂神
（阿部金三郎氏宅）

▲（写真 7)かみしも

▲（写真 5)小竹重蔵

小
竹
は
陸
路

で
佐
須
ー
渡
波
方
面

に
出
る
に

は

「
山
居
峯
」
を
歩
い
て
越
え
て
行
か
ね
ば
な

ら
な
い
の
て
‘
ま
さ
し
く
陸
の
離
島
で
‘
魚
や

日
用
品
の
運
搬
は
和
船
に
頼

っ
た
。
動
力
船
か

運
航
す
る
前
‘
帆
と
二
挺
櫓
て
走
る
和
船
て
魚

や
日
用
品

・
人
貝
を
運
送
す
る
専
門
業
者
か
い

こ
。
f
 

生
活
か
海
と
結
び
つ
い
て
い
る
小
竹
浜
の
人

人
は
江
戸
時
代
‘
江
戸
廻
米
船

（
千
石
船

）
の

水
夫
と
し
て
も
活
躍
し
た
。
特

に
三
代
小
竹
重

ゎ
ゃ
ぷ
わ

蔵
は
親
船
明
謙
丸
の
船
頭

（船
主
か
？

）
と
し

か
人
し
畠
一

て
功
か
あ

っ
た
。
文
政
年
間
‘
仙
台
藩
よ
リ
峠

を
賜

っ
た
。
（
写
写
真

5

.
6

.
7
参
照

）

（話

者

阿

部

金

一二
郎
氏
に
よ
る

）

八
、
年
中
行
事

曰

正
月
の
準
備

．士
お
札
迎
え
：・…

―
二
月

一
三

日
。
渡
波
大
宮

町
の
浜
大
明
神

（
大
国
さ
ん

）
に
行

っ
て
お
札

を
も
ら
い
に
行
く
。

媒
払
い

…
…

―
二
月
一
＝
一日
。

マ
チ
タ
シ

•

松
迎
え
：
·
…
―
二
月二
三
日

。

餅
つ
き
：・：
・
―
二
月
二
六
日
か

二
七
日
。

し
め
縄
つ
く
り
…
…

―
二
月
二
八
日
。

マ
チ

タ
シ
て
買

っ
て
き
た
ワ
ラ
を
臼
の
上
で
た
た
き
‘

八
昼
間
に
張
る
だ
け
の

「し
め
縫
」
を
つ
く
る
。

⇔

大
晦
日

庭
の
す
み
に

「
カ
サ
カ
ゲ

」（

ス
ビ
や
鰹

．

ス
イ
を
お
正
月
に
食
べ
る
分
だ
け
腹
と
腹
と
合

せ
て
か
け
さ
け
る

）。

ナ

お
正
月
さ
ま
を
飾
り
‘

「
ワ
ド
シ
縄

」
を
納

屋
・
風
呂
場

•

井
戸

・

便
所
に
か
ざ
る

。

し
め
縄
に
さ
ん
が
い
の
松
と
ヤ
ヘ
紙
•
こ
ん

七
、
運
輸
・
交
易

（
表
5
参
照

）
（
旧
暦

ハ、

食

物
写
真

15
.
16
及
ひ
表

4
参
照

五
、
住

居
写
真

8
ー

14
及
び
表

3
参
照

四
、
仕

事

衣

（表
2
参
照

◀
（
写
真
4
)
日
枝
神
社
（
も
と
は
山
王
大
権

現
）

一
、
生
産

暦

（
次
ペ
ー
ジ
表

1
参
照
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生
産
暦
I

カ
ツ
釣
ォ
）
 
メ
ノ
ケ
延
縄
ナ
ヨ
延
織
サ
メ
刺
網
マ
グ
ロ
大
網
イ
ナ
ダ
ノ
、
モ
ド
タ
コ
（
ば
門
）
ア
ワ
ビ
シ
ウ
リ
貝
ワ
カ
メ

旧
（
一
本

ヒ
ジ
キ

暦
1
月

たて
2
月

こみ

3
月

4
月

漁

5
月

6
月

7
月

8
月

期
大謀網

9
月

10
月

11
月

12
月

（表
1)

2
生
）

注
・・・・・
・・・・

●
 地
形
的
、
海
流
関
係
か
ら
、

ま
た
冬
期
の
「
ナ
レ
風
」（
北

西
風
）
に
よ
っ
て
海
は
荒
れ

る
の
で
、
昔
か
ら
投
殖
に
不

向
で
あ
る
。

●
 ア
ワ
ピ
の
採
取
は
、
千
潮
時

カ
ッ
コ
ー
（
小
舟
）
で
1
人

で
長
さ
1
5
尺
内
の
「
ア
ワ
ビ

カ
ギ
」
で
「
ガ
ラ
ス
」
を
使
用

し
と
る
。
小
竹
の
ア
ワ
ビ
は

北
上
川
の
水
の
関
係
か
塩
分

が
少
な
く
美
味
で
あ
る
。
土

用
す
ぎ
る
と
だ
め
。

●
 シ
ウ
リ
貝
は
ト
ン
グ
ワ
を
用

い
て
と
る
。
乾
燥
し
て
ケ
プ

を
と
っ
て
か
り
か
り
と
乾
燥

し
ビ
ー
ル
箱
に
つ
め
て
買
い

あ
つ
め
、
横
浜
に
大
正
初
め

出
荷
し
た
（
中
国
へ
輸
出
の

た
め
）

●
明
治
末
、
大
網
（
大
謀
網
）

の
株
主
は
1日
家
5
2
人
で
現
在

は
3
8
人
。
漁
場
は
2
つ
。
一

年
交
代
(
2
6
人
・2
6
人
）
で
多

く
と
っ
た
。
瀬
主
は
渡
波
の

人
に
た
の
む
。
納
屋
で
塩
ぞ

う
し
、
旧
正
月
か
け
て
う
る
。

●
 イ
ナ
ダ
と
は
プ
リ
の
小
さ
い

魚
の
呼
名
。
一
本
釣
り
も
や

る
。

●
 タ
コ
漁
は
イ
シ
ヤ
リ
を
多
く

用
い
カ
メ
を
使
用
し
た
の
は

西
野
家
の
み
。

●
サ
メ
（
ア
プ
ラ
ザ
メ
）
と
ナ
ヨ

（
オ
ウ
ガ
イ
…
...
美
味
）
は
、

ッ
ク
ワ
の
材
料
と
な
る
。



昭和57年 3月 1日 石巻市文化財だより 第11号 (14) 

（表 2) 

衣 話者l金 星さ とし 、 （明治43年12月15日生） 1

肌渚（下箔）I叶 シャッツ（前ポタン） モモヒキ（コン） 女Iサラシ コシマキ

仕 仕事別 （季節別） 女上 体 合下 体 手 す ね 女はきもの かぶりもの

夏ドダ;,',(;fr物） コンのモモヒキ（シマ）
漁

冬
合

夏地織りのシマのシャ'J
事 山

コンのモモヒキ テンコ キャハン （コン） ワラジ 手ぬぐい

冬下にメリヤスのシャソ 上にズポン（コールテン 軍手 ＂ カンジキ メダン（毛糸）
男

夏
畑

着
冬

夏 ワラジ 手ぬぐい、カサ（マンジュウ）
女 いそ浜

冬

女 夏地はのさしたもの（ト・ッコ）コンのモモヒ キ テ9 コ ワラジ ふろしき
畑

冬 コソバゴテ

雨 六目

防 寒 具
ドブグハンテン テプクロ ジンペエ

（わたの入ったもの） （わたを入れた） （長〈つのようなもの）

☆麻•藤・楮など絹·木綿以外の繊維で布を織ったか 草木、その他を染料に使ったか

材料 色 緑

染
名称 材料 くるみの皮

皮をせん じて、煮出して染める

方法

織 方 法

用 途

（表3)

住 話者

屋 敷 内 罹 骰 図 母

西野真津江 （昭和 5年12月24日生）

取屋 間 図

0うぢ神 （蛇類大明神）
使 所

[I] 
出
入
口

神 戸

ナ ンド

母 屋

二玄関

茶

の

間

'
’
ビ
I←中柱

オ

カ
ザ

シ

キ

玄 関 エ ン ガ ヮ

概

変

要

遷

その他

西野家は小竹の草分けの家だと部落の人々は言ってい

る。屋根型は寄棟で屋根材はカヤのくず屋である。昭

和32年に 「サゲプキ」（悪いカヤをぬきながら新しい力

ヤをさす）をやった。

飲料水は 「北の沢」（通称、水取沢）の岩にたま った水

を利用した。戦後はタンクを用いた。隣家のカドにあ

る井戸は主として洗濯用である。

①で「ワラジ」や網をつ〈ろう部屋

オナゴザシキ

口：
● 出産の時は渡波の産婆に行く 、台所で出産したこともある。

●釜の神はない （西野家では）。



(15) 第11号 石巻市文化財だより 昭和57年 3月31日

▲
（
写
真
9
)
天
井
（
西
野
家
）

一
E-

▲
（
写
真
8
)
母
屋
（
西
野
家
）

▲
（
写
真
1
1
)
神

▲
（
写
真
1
0
)
か
ま
ど
（
ヘ
ッ
ツ
イ
）
－
（
西
野
家

[
•

こ
●
一心
日"-t 

▲
（
写
真
1
2
)
仏
壇
（
西
野
家

▲
（
写
真
1
3
)
釜
の
神
（
岩
崎
あ
や
め
宅
）



昭和57年 3月 1日 石巻市文化財だより 第11号 (16)

（表4)

食 話者I阿部あさの 畠（明治26年8月5日生）1

＼ 早朝 朝 朝～昼 昼 昼～タ 夕 夜 時季による追い

平 時刻 漁によって3時 6 時 10時ごろ 15 時 冬期

常 名称 朝ごはん たばこ お昼ごはん たばこ タごはん 夜なペ

の 米と麦を半々 お 茶 午前と同じ お茶など 女あくぬきする主食物（種類・方法）

主
内 容 おか し で仕事によ ● コガなどにわらぴをたばね、なら

配合率 あんもち ってちがう
ペ灰をかけて熱湯をかける（わら

食
ぴのホダをとる）

まんじゅう ●かやの実もコガに入れてあ〈ぬきを

する。いってたぺる （お茶槃子用）

保
塩 沼 け み そ 沢 け 乾 燥 そ の 他

存
さんま、かつお （きりみ） 大根、みようが、きうり、しその実 わかめ、のり、ふのり、まつも 山ゆりを食ぺた。

き う り ●塩で漬け水て洗って塩をき って 天草

食
大 根 から桶に入れ味噌をのせる。 ● ひじき （がすがこい用として ）

餅
餅をつ〈日 （特別の餅は種類・名称も ） 赤 飯を つくる日 ☆だんご• しとぎ• おはぎを作る日 （種類・名称も）

月の 1日 ・15日・ 28日 ● 日枝神社のお祭り だんご しとき← おはぎ

だ （旧 3月15日） ●お盆 あげたことがない
●彼岸の中日

ん ●弁天島の厳島神社のお祭り ● お盆の15日

‘ （旧5月13日）
● うす神のお祭り ●種痘ができた時

等 ●龍神さまのお祭り （旧8月）
（屋敷神） 砂糖を入れない

おはぎをつくる

＼ 鍋• 釜 飯わん 汁わん
膳 弁当入れ

臼 杵

飲
合平常 睛（ハレ）のとき （漁に行った時）

食 名称 ナペ ・カマ ちゃわん
おわ ん 儀 ’台‘’‘ 足高席 膳 沖 箱

名称 ウスヒキウス てっきね：'干本きが＇ ‘' もきちつねき
会膳 メ ッ /{

用
材質 鉄 鉄 陶 器 木製 クル ミの木

杉
材質 けや木 みかげ石 さ〈らさ〈ら：さくら

さくら
具
入手法 形状

（製作地）石巻 • 渡波 左に同じ 左に同じ 船大工
用途

自分でつくる

（表5)

運輸・交易 1話者 I 阿部金三郎 ？ （明治29年 6月22日生）

＼ 頭 上 肩負 い 背負い 畜 力 舟 車 そ り（木馬）

運
合名称 手おけ；テンピン パンドウ；ヤセウマ 和 船 そ り

搬 わら ， 9： 杉ノ
形状・材質 杉：杉

：縄
杉

具
水〈み

2人で栴をこぐ
用 法 薪を背負う 風向きによ って

肥料運般 帆で走る。

運輸業者 名称 I 1時期 I 用 具

名 他t也者地
マチタシ

域ヘ商^品-名も 物
称 石巻 • 山形方面 （魚貝類 ）

女 出別

時 る ・ 々

7'又< 12月23日 （正月） 7月13日 （盆） 行
行

期 交
＜ 冬 期

所 悶 換

在 渡 波

地 他るら
大正年間に盛んに来た。

市
j也老iづK

商
区- る 主に石巻、渡波方面からかどか

品 盆、正月用の品 来ら-も （瀬戸物 ・菓子 ・茶・衣類） 道
名 か- 六fl 

沼来 来

易 人 る 商 富 大漁の時、聞いてくる。
牛

の 範囲
馬

掛I の

手買 まる 運
貸

集の 範f!II 
搬

借

六目



(17) 第11号 石巻市文化財だより 昭和57年 3月31日

,

ー-
―

▲
（
写
真
1
6
)
ヒ
キ
ウ
ス

ぶ
を
は
さ
ん
で
玄
関
を
か
ざ
る
。

神
棚
に
お
膳

（
オ
ミ
キ
と
魚
を
の
せ
た

）
を

あ
け
拝
み
‘
さ
げ
食
べ
、
そ
れ
か
ら
風
呂
に
入

る
。国

正

月

元

旦

：
：
・
朝
早
く
山
王
権
現

（
氏
神
…
日
枝

神
社
）
の
左
脇
に
あ
る
八
大
龍
神

・
金
比
羅
大

権
現
・
山

の
神
に
参
拝
し
、
そ
れ
か
終

っ
て
船

で
弁
天
島
に
行

っ
て
厳
島
神
社
に
オ
ミ
キ
と
オ

ハ
ネ
を
あ
け
た
り
‘
お
供
え

・
切
り
餅
な
ど
を

あ
げ
て
参
詣
す
る
。

注

…

…

正
月
中
で
も
仕
間
は
サ
メ
絹
を
ハ

セ

（前

の
沢
）
に

か
け
脩
理
す
る
．

獅
子
振
り
…
…

一
月
二
日
。
夜
六
時
頃
か
ら

す
る
。
三

日
か
ら
四
日
か
か
る
。

臼
起
こ
し
•
•
•
…

一
月
四
日

。

臼
を
起
こ
し
若

水
で
ふ
せ
て
い
た
臼
の
中
の
米

(
-
升
ま
す
に

入
れ
て
あ
る

）
を
炊
い
て
神
棚
に
あ
け
拝
む
。

注

：

…

臼
の
年
と
り
と
称
し
て
大
梅
日

の
日
に
臼

ま
た
こ
の
日
の
朝
‘
お
粥
を
炊
い
て
神
棚
に

を
ふ
せ
‘
ふ
せ
た
臼

の
上
に
奸
水
桶
を
の

せ
る
。

あ
け
‘
拝
み
‘
さ
け
て
食
ぺ
、
そ
の
食
べ
た
茶

椀
を
洗
う
の
に
使
っ
た
水
を
厄
除
け
の
た
め
だ

と
称
し
て
屋
敷
の
周
囲
に
ま
く
。

▼（写真27)山の神



昭和57年 3月31日 石巻市文化財だより 第11号 5
5
 

山葉秋、̀‘-8
 
2
 
真写（
 
▼
 

ハ
ラ
ミ
木
…
…
一
月
七
日
。
山
か
ら
カ
ツ
ノ

木
を
伐

っ
て
来
て
‘
先
を
四

つ
に
さ
き
‘
ヤ
ヘ

イ
紙
を
は
さ
み
つ
け
る
。

ハ
ラ
ミ
木
を
神
社
に

も

っ
て
行
き
‘
「
今
年
も
‘
な
ん
に
も
悪
い
こ

と
な
い
よ
う
に
」
と
唱
え
な
が
ら
‘

神
社
を
叩

き
境
内
を

一
廻
り
す
る
。

カ
ラ
ス
ボ
イ
…
…
一
月

―
四
日
。
神
棚
に
あ

け
て
い

た
ハ
ラ
ミ
木
を
竹
の
先
に

つ
け
て
、
朝
‘

カ
ラ
ス
ボ
イ
を
す
る
。

夜
お
そ
く
年
寄
り
た
ち
か
家
々
を
廻
り
‘

「
丈

夫
な
男
の
子
‘
生
む
よ
う
に
」
と
ハ
ラ
ミ
木
て

嫁
の
尻
を
叩
い
て
歩
く
。

寺
参
り
…
…

一
月
一
六
日

・
一
七
日
。

小
正
月
…
…
二
月

一
日
。
神
棚
に
お
供
え
物

を
あ
げ
る
。

（
四
）
三
•
四
月

氏
神

（
山
王
大
権
現
：
・
日
枝
神
社
）
の
祭
…

三
月

一
四
日
。
夜
ご
も
り
‘
人
形
芝
居
‘
タ
ナ

（雑
菓
屋
）
か
て
た
。―
二
月
一
五
日

・お
祭
り‘

▲
（
写
真
1
7
)
ハ
ラ
ミ
ギ

,., 
▲（写真18)'精霊送りの盆船（昭和30年撮影。今はこのようなものはない）

家
て
赤
飯
を
炊
き
‘
皆
で
参
詣
す
る
。

彼

岸

：
・
:
＿二
月
ニ

―
日
。

弁
天
島
（
厳
島
神
社）
の
祭
：
：
：
四
月

―――
―日
。

参
拝
す
る
。

国

七

月

マ
チ
タ
シ
…
…
七
月
一
三
日
。

盆
棚
か
ざ
り
…
七
月
一

三
日
。
七
月

―
四
日

話

者

阿

部

力

蔵

明

34
年
1
月
10
日
生

d
硲
5

は
盆
棚
に
ダ

ン
ゴ
や
う
ど
ん
を
あ
け
拝
む
。

ぽ
ん
ぷ
ね

盆
船
流
し
：
・
…
七
月

一
六
日
（
写
真
18
参
照
）

二

0
日
盆

送

り

盆
：
・：
七
月
三

0
日

注

…

…

時
間
の
関
係
で
年
中
行
ボ
は
正
月
に
集
中

し
た
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.,． 第11号 石巻市文化財だより 昭和57年 3月31日

▲（写真19)ツノ（鰹釣の擬餌釣具ー和船時代のもの）

▼（写真20)延縄力'.:.・

九
、
民
具
調
査
か
ら

調
査
し
た
民
具
か
ら
主
な
も
の
を
あ
げ
る
と

ツ
ノ

（鰹
の
擬
餌
釣
具
）．．． 

（
写
真
19
参
照

）

延
縄
か
ご
•
た
こ
か
ぎ
•
あ
わ
び
か
ぎ
・

ほ
や
か
ぎ

・
か
に
か
ご

・
は
も
ど

・
カ
タ

ギ
・
ヒ
キ
ウ
ス
（
写
真
20
.21
.22
.23
.24
.25参
照
）

と
少
な
か

っ
た
か

「
ほ
や
か
ぎ
」

．
「
た
こ
か

ぎ
」
．
「
カ
タ
ギ
」
な
ど
他
地
区
に
見
ら
れ
な
い

貴
頂
な
民
具
か
あ

っ
た
。
「

は
や
か
ぎ
」
は
阿

部
力
蔵
さ
ん
か
現
在
て
も
生
草
島
て
使
用
し
て

い
る
数
少
な
い
も
の
で
あ
る
。

た
こ
か
ぎ
は
祝
田

の
杉
浦
さ
ん
か
使
用
し
て

い
た

「
た
こ

と
り
か
ぎ
」
（
餌
を
ま
き
つ
け
な

い
）
と
牧
浜
の
阿
部
さ
ん
の
か
ぎ
を

つ
け
な
く
‘

た
だ
餌
だ
け

つ
け
て
と
る
も
の
と
二
者
を
合
せ

た
漁
具
て
あ
る

（
い
し

の
ま
き
市
報
ー
昭
和
五

四
年

―一

月
号
ー
文
化
財
た
ん
ぽ
う
参
照
）

ま
た
竹
で

「
は
も
ど
」
を
作
る
時
‘
用
い
る

カ
タ
ギ
な
ど
珍
し
い

も
の
で
あ
る
。

小
竹
で
は
現
在
（昭
五
五
年
）
て
も
浜
に
木
製

の
和
船
が
多
く
あ

っ
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
：
・；
・

他
の
浜
で
殆
ん
ど
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
に
な

っ
た

の
に
…
…
再
調
査
の
必
要
が
あ
る
こ
と
を
感
じ
た
。

1
0
、
む
す
ぴ

区
長
さ
ん
の
阿
部
勁
二
氏

•

宿
泊
所
の
阿
部

力
雄
さ
ん

•

阿
部
金
三
郎
さ
ん
な
ど
多
忙
な
時

を
さ
い
て
話
し
世
話
し
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝

し
ま
す
。
ま
た
‘
近
代
文
明
に
毒
さ
れ
ず
自
分

の
手
と
頭
で
素
材

（
自
然
）
を
活
か
し
漁
具
を

製
作
し
‘
漁
に
従
事
し
て

い
る
力
蔵
さ
ん
に
接

し
、
自
然
と
共
に
あ

っ
た
人
達
の
た
く
ま
し
さ

•
•
•
こ
こ
に
こ
そ
地
域
文
化
の
根
が
あ
る
こ
と

を
思
い
‘
む
す
び
と
し
ま
す
。

一
.... 
．
 

．． 



昭和57年 3月31日 石巻市文化財だより 第11号 (20)

▲
（
写
真
2
3
)
カ
ニ
カ
ゴ

▼（写真25)たなつき さつば
I 

／
 

▲（写真24)左はもど
右カタ木
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●弁天島位置関係図

万石浦 汽）

尾
崎

。
生
草
島

小竹浜

折浜

蛤浜

桃浦

石
巻
市
文
化
財
保
護
委
員

佐
々
木

弁
天
島
植
生
調
査
報
告

1000 2000m 

豊

▲
弁
天
島
全
景

▲
タ
プ
ノ
キ
林

弁
天
島
は
‘
牡
鹿
半
島
の
西
部
小
竹
浜
の
す

ぐ
沖
に
あ
る
、
面
積
約
三
•
五
h
a
の
無
人
島
で

あ
る
。
中
生
代
の
稲
井
層
と
呼
ば
れ
る
枯
板
岩

か
ら
て
き
て
い
る
島
て
‘
最
も
高
い
所
て
海
抜

四
七

m
の
標
裔
で
あ
る
。

島
の
周
囲
は
お
よ
そ
八

0
0
m
‘
波
に
洗
わ

れ
る
岩
石
の
見
ら
れ
る
崖
状
地
に
な

っ
て
い
る
。

島
の
中
央
部
は
平
坦
で
‘
全
体
と
し
て
‘
南
東

か
ら
北
西
に
向

っ
て
な
だ
ら
か
に
傾
斜
し
て
い

る
。島

全
体
か
タ
ブ
ノ
キ
、
ク
ロ
マ
ツ
な
ど
を
主

に
し
た
暖
帯
林
で
被
わ
れ
て
い
て
‘
タ
ブ
ノ
キ

林
と
し
て
は
‘
こ
こ
の

林
か
‘
現
在
仙
台
湾
内

で
見
ら
れ
る
最
も
大
き
な
規
模
の
林
で
あ
る
。

弁
天
島
の
タ
ブ
ノ
キ
林
か
自
然
を
よ
く
保
存

し
な
か
ら
残

っ
て

い
る
の
は
‘
こ
の
島
が
小
竹

浜
の
人
達
に
よ

っ
て
信
仰
の
場
と
さ
れ
て
き
た

か
ら
で
あ
る
。
島
に
は
骰
島
神
社

（
弁
財
天

）

が
祀
ら
れ
て
い
る
。

弁
天
島
の
タ
ブ
ノ
キ
林
に
つ
い
て
は
‘

r
文

化
財
だ
よ
り
』
(
2
号

・
昭
四
九

・
――
-）
や
市

報
の

「
文
化
財
た
ん
ぼ
う
」
な
ど
で
‘
か
ん
た

ん
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
‘
環
境
庁
や
県
の
調

査
の
際
に
は
‘
特
色
あ
る
自
然
地
域
と
し
て
特

に
調
査
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。

石
巻
市
文
化
財
保
護
委
員
会
は
‘
昭
和
五
五

年
度
に
‘
弁
天
島
の
自
然
を
保
護
す
る
目
的
て

そ
の
資
料
を
得
る
た
め
に
‘
植
物
の
分
布
調
査

を
実
施
し
た
。
調
査
に
は
筆
者
か
当
り
‘
昭
和

五
五
年
七
月
に
植
生
調
査
を
実
施
し
‘

一
部
補

充
調
査
を
五
六
年
八
月
に
実
施
し
た
。

こ
の
報
告
は
そ
の
結
果
の
概
略
で
あ
る
。

一
、
は
じ
め
に
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二
、
調
査
の
方
法

ー
、
植
生
調
査

調
査
場
所
に
方
形
区
を
設
け
‘
各
階
層
毎
に

出
現
す
る
植
物
の
リ
ス
ト
を
作
り
‘
全
部
の
種

類
に

つ
い
て
、
総
合
判
定
法
に
よ
る
優
占
度
に

よ

っ
て
評
価
し
た
。

方
形
区
の
大
き
さ
は
‘
嵩
木
層
を
も
つ
林
分

て
は
一
辺

1
0
m
i
2
0
m
と
し
‘
低
木
林
で
は

5

m
ー
3

m
‘
草
本
群
落
で
は

2

m
ー
1

m
と
し

こ
。
f
 侵
占
度
は
次

の
方
法
に
よ

っ
た
。

511調
査
面
栢
の
75
％
以
上
を
被
｀
つ

4
11調
査
面
積
の

5
0
%
i
7
5
%

311調
査
面
積
の

2
5
%
i
5
0
%

2
11調
査
面
積
の

10
％
ー

25
％
ま
た
は
個
体
数

か
極
め
て
多
い
。

1
11個
体
数
は
多
い
か
被
度

5
％
以
下

+11個
体
数
は
わ
ず
か
で
被
度
も
極
め
て
低
い
。

階
層
は

一
般
に
高
木
層

(TI
)‘
亜
高
木
層

(Tz
)‘
低
木
層

(S
)‘
草
本
層

(H
)
と
し

こ
。
f
 2
、
群
落
の
区
分

植
生
調
査
を
も
と
に
組
成
表
を
作
り
‘
相
観

を
考
慮
し
て
‘
群
落
の
区
分
を
行
な
っ
た
。

三
、
植

弁
天
島
で
は
‘
中
央
の
部
分
か
タ
ブ
ノ
キ
を

中
心
に
し
た
林
‘
周
辺
部
が
ク
ロ
マ
ツ
林
に
な

っ
て
い
る
。

タ
ブ
ノ
キ
林
は
南
•
東
側
か
純
林
状
で
、

北
•

西
側
は
カ
シ
ワ
・
イ
ヌ
シ
デ
・
イ
タ
ヤ
カ

エ
デ
な
ど
の
落
葉
広
葉
樹
が
多
く
混
交
す
る
林

生

と
な

っ
て

い
る
。
一

部
に
高
木
層
を
欠
く
丈
の

低
い
タ
プ
ノ
キ
林
も
見
ら
れ
る
。

ク
ロ
マ
ツ
林
は
‘
周
辺
部
で
も
西•
北
側
に

発
達
し
て
い
る
。

一
部
か
な
り
中
央
部
に
入
り

こ
ん
で
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

南
•

西
側
の
崖

状
地
に
は
‘
わ
ず
か

で
は
あ
る
が
低
木
林
が
見

ら
れ
る
。
弁
天
島
で
は
島
か
岩
で
で
き
て
い
る

上
に
‘
周
辺
部
の
崖
地
か
強
い
波
に
洗
わ
れ
る

せ
い
か
｀
イ
プ
キ
な
ど
の
低
木
林

の
発
達
は
あ

ま
り
見
ら
れ
な
い
。

▲
崖
地
の
植
生

ヽ

r
 
“
 ー

、
タ
プ
ノ
キ
林

植
物
の
生
育
環
境
と
し
て
最
も
恵
ま
れ
て
い

る
中
央
部
の
平
坦
地
と
日
当
り
の
よ
い
南
・
束

側
の
斜
面
に
見
ら
れ
｀

胸
高
直
径

35cm
‘
高
さ

2
0
m
前
後
の
タ
ブ
ノ
キ
を
優
占
種
と
す
る
林
で

あ
る
。

高
木
層
に
は
‘
キ
ズ
タ
‘
フ
ジ
な
ど
の
つ
る

植
物
が
目
立
ち
‘
た
ま
に
ケ
ヤ
キ
が
混
し
る
。

は
」
戸
。

m
0

0

0

8

0

 

0

8

2

0

 

2
 
2
、
タ
プ
ノ
キ
・
落
葉
広
葉
樹
林

（
タ
プ
ノ
キ
・
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
林
）

北
•
西
側
で
は
、
タ
プ
ノ
キ
が
イ
タ
ヤ
カ
エ

タプノキ

イタヤカエテ

●
タ
プ
ノ
キ
林
指
層
構
造
（
傾
斜
地
）

m 
25 0 

0.8 

タブノキ

ケヤキ．キズタ．フジ

ャプコウ ジ

50 100% 。゚ 50 100% 

亜
高
木
層
で
は
ト
ベ
ラ
・
ヒ
サ
カ
キ
か
多
い

が
‘
ユ
ズ
リ
ハ

・
シ
ロ
ダ
モ

・
ヤ
プ
ツ
バ
キ
・

カ
ヤ
か
現
れ
る
の
か
特
徴
て
あ
る
。

低
木
層
て
は
ツ
ル
マ

サ
キ
が
多
い
。

草
本
層
て
は
‘
ヤ
プ
コ
ウ
ジ
か
俊
占
し
‘
コ

ウ
ラ
イ
テ

ン
ナ
ン
シ
ョ

ウ
・
リ
ュ
ウ

ノ
ヒ
ゲ
か

見
ら
れ
る
。

俊
占
種

の
タ
プ
ノ
キ
は
各
階
層
に
見
ら
れ
‘

量
的
に
も
多
い
。
タ
プ

ノ
キ
林
と
し
て
は
安
定

し
た
林
と
言
え
る
。

林
内
て
見
ら
れ
る
植
物
は
五
一
種
で
‘
平
坦

地
で
は
多
く
‘
傾
斜
の
急
な
と
こ
ろ
で
は
少
い
。

●
タ
プ
ノ
キ
林
躇
層
構
造
（
平
坦
部
）

デ

・
イ
ヌ
シ
デ
・
カ

シ
ワ

・
シ
ナ
ノ
キ

・
オ
オ

ハ
ポ
タ
イ
ジ
ュ
な
ど
の
落
葉
広
葉
樹
の
中
に
混

じ
る
よ
う
に
生
え
て
い
る
。
落
葉
樹
が
多
く
な

る
の
は
冬
の
季
節
風
を
強
く
受
け
る
こ
と
と
関

係
す
る
と
思
わ
れ
る
。

高
木
層
を
つ
く

っ
て

い
る
樹
種
の
う
ち
‘
林

の
全
域
で
各
階
層
に
出
現
す
る
の
は
タ
ブ
ノ
キ

と
イ
タ
ヤ
カ
エ

デ
で
あ
る
。
従

っ
て
‘
こ
の
部

分
は
タ
ブ

ノ
キ

・
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
林
と
し
て
と

ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
‘
イ
ヌ

シ
テ
は
混
っ
た
風
当
り

の
弱

い

環
境
で
、
カ
シ

ワ
は
風
当
り
の
強
い
乾
い
た
環

境
で
擾
占
し
、

そ
れ
ぞ
れ
タ
ブ
ノ
キ

・
イ
ヌ
シ

デ
林
‘
タ
ブ
ノ
キ
・
カ

シ
ワ
林
と
分
け
る
こ
と

も
で
き
る
。

タ
ブ

ノ
キ

・
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
林
の
特
徴
と
し

て
は
‘
落
葉
樹
の
優
占
度
が
増
す
こ
と
の
は
か
‘

草
本
層
て
ヒ
カ
ゲ

ス
ゲ

・
チ
ゴ
ユ
リ

・
キ

ッ
コ

ウ
ハ
グ
マ

・
ア
キ
ノ
キ
リ
ン

ソ
ウ
な
ど
の
草
本

植
物
か
多
く
な
る
こ
と
な
ど
か
あ
け
ら
れ
る
か
‘

全
体
と
し
て
は
草
本
層
を
代
表
す
る
の
は
タ
ブ

ノ
キ
林
と
同
様
に
ヤ
プ
コ
ウ
ジ
で
あ
る
。

①

タ
プ
ノ
キ
・
イ
ヌ
シ
デ
林

島
の
中
央
を
東
か
ら
西
に
凹
ん
だ
地
形
の
と

こ
ろ
か
あ
り
、

そ
の
上
部
で
最
も
よ
く
発
達
し

た
林
分
か
見
ら
れ
る
。
傾
斜
の
比
較
的
ゆ
る
や

か
な
湿

っ
た
環
境
て
‘
胸
高
直
径
35cm
｀
高
さ

2
0
m
を
越
す
イ
ヌ
シ
テ
か
俊
占
種
と
な

っ
て
い

る
林
で
あ
る
か
‘
下
層
に
は
イ
ヌ

シ
デ
の
稚
樹

か
全
く
見
ら
れ
な
い
。

タ
ブ
ノ
キ

・
イ
タ
ヤ
カ

エ
デ
林
の
典
型
的
な

群
落
と
見
る
こ
と
か

て
き
る
林
て
‘
こ
の
林
を

特
徴
つ
け
る
よ
う
な
種
は
特
に
見
当
ら
な
い
。

イ
ヌ
シ
デ
の
樹
高
の
低

い
林
分
は
‘
人
為
の
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ウ

50

ジ
リ
ソ

ュ

キ

ウ

ユ

ネ

ジ

カ

コ
ゴ
ガ

ィ

キ
キ

サ

プ
チ
タ

8
 

臼□

0
 

0
 

m
o
 
5

8

2

0

 

2
 

▲
タ
ブ
ノ
キ
・
イ
ヌ
シ
デ
林｀
 

-
J
 

ぼ

戸

②
タ
プ
ノ
キ
・
カ
シ
ワ
林

タ
プ
ノ
キ

・
イ
ヌ
シ
デ
林
と
反
対
に
乾
煤
気

味
の
環
境
に
見
ら
れ
る
林
で
あ
る
。
高
木
層
を

つ
く
る
カ
シ
ワ
は
胸
高
直
径
3
0
I
4
0
c
m
‘
高
さ

1
5
m
前
後
で
あ
る
。

カ
シ
ワ
と
と
も
に
シ
ナ
ノ
キ

・
オ
オ
バ
ポ
ダ

イ
ジ
ュ
が
各
階
層
に
か
な
り
の
被
度
て
出
現
し
‘

ク
ロ
マ
ツ
の
混
生
も
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
‘
低

木
層
‘
草
本
層
で
ヤ
マ
ッ
ツ
ジ
が
み
ら
れ
‘
こ

の
林
を
特
徴
づ
け
て
い
る
。

こ
の

林
に
出
現
す
る
植
物
の
種
類
数
は
タ
ブ

ノ
キ

・
イ
ヌ
シ
デ
林
よ
り
多
い

。

イスシデ

イタヤカエデ

タブノキ

゜゚
100% 

影
響
の
認
め
ら
れ
る
場
所
に
見
ら
れ
る
。

カ
シ
ワ
の
成
木
は
イ
ヌ
シ
デ
林
内
で
は
全
く

見
ら
れ
な
い

。
た
ま
に
芽
生
え
が
見
ら
れ
る
だ

け
で
あ
る
。

●
タ
プ
ノ
キ
・
イ
ヌ
シ
デ
林
階
層
構
造

m 
15.0 

ク ロ マ ツ

m
0

0
 

5

8

 

ー

3
、
ク
ロ
マ
ツ
林

島
の
周
辺
部
に
ク
ロ
マ
ツ
が
生
え
て
い
る
か
‘

ク
ロ
マ
ツ
林
と
い
え
る
の
は
北
•
西
側
の
部
分

で
あ
る
。

ク
ロ
マ
ツ
は
胸
高
3
5
c
m
‘
高
さ
2
0
m
前
後
の

も
の
か
多
い
か
‘
環
境
に
よ

っ
て
そ
の
階
層
構

造
は

一
様
で
は
な
い

。
し
か
し
‘

一
般
に
亜
高

木
層
の
発
達
か
他
の
林
に
比
ぺ
て
悪
い
の
が
目

立
つ

特
徴
で
あ
る
。

島
の
周
辺
部
に
見
ら
れ
る
ク
ロ
マ
ツ
林
て
は
‘

ヒ
メ
ヤ
プ

ラ
ン

・
ア
マ
ド
コ
ロ
・
ス
カ
シ
ュ
リ

・

ハ
マ
ギ
ク
・
コ
ハ
マ
ギ
ク
な
ど
か
草
本
層
に
見

ら
れ
る
の
か
特
徴
て
あ
る
。
ま
た
‘
タ
ブ
ノ
キ

が
高
木
層
に
出
現
す
る
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
見
ら

れ
す
、
出
現
す
る
植
物
の
種
類
も
少
な
い

。

●
ク
ロ
マ
ツ
林
（
ク
ロ
マ
ツ
ー
ヒ
メ
ヤ
プ

ラ
ン
群
落
）
階
層
構
造
％
 ゜゚

ー

カシワ

イタヤカエデ

タブノキ

クロマツ

6.0, クタ

ロプ
マノ
ツキ
1.5← 
トペラ
ツルマサキ
ヒサカキ

0.5 
tiャ1ラン
ックウルン
oL 

゜

シナノキ

ヒサカキ

●
タ
プ
ノ
キ

・カ
シ
ワ
林
階
層
構
造

50 

: 三
。。

JOO% 

m 
4 .0 

トペラ

ヒザカキ

タブノキ

イヌシテ

1.2 

0.5 

゜゚
50 ,% 

゜

m
o
 
0

8

 

2
 ▲

ク
ロ
マ
ツ
林
（
１
）

クロマッ

タプノキ

タプノキ

トペラ

ツルマサキ
0.81 I 
ャプコウジ
キッコウ 9ヽグマ

01タガネソウ

0 50 

タ
プ
ノ
キ
・
イ
ヌ
シ
デ
林
の
発
達
し
て
い
る

谷
筋
の
下
部
に
は
‘
高
木
層
に
タ
プ
ノ
キ
を
混

生
す
る
ク
ロ
マ
ツ
林
が
あ
り
‘
出
現
す
る
植
物

の
種
類
か
多
く
‘
周
辺
部
の
ク
ロ
マ
ツ
林
と
は

違

っ
た
様
相
を
示
し
て
い
る
。
草
本
層
て
周
辺

部
の
ク
ロ
マ
ツ

林
を
特
徴
づ
け
て
い
る
ヒ
メ
ヤ

プ
ラ
ン
な
ど
が
見
ら
れ
す
‘
ヤ
プ
コ
ウ
ジ
か
俊

占
す
る
な
ど
の
ほ
か
‘
タ
ブ
ノ
キ
・
落
葉
樹
林

と
共
通
す
る
種
を
多
く
持
つ
林
で
あ
る
。

●
ク
ロ
マ
ツ
林
（
ク
ロ
マ
ツ
ー
ヤ
プ
コ
ウ
ジ

群
落
）
階
層
構
造
％
 。。

ー

9

,

｀
 

i"

、
ヽ
南
側
の
崖
地
に
は
｀
ト
ベ
ラ

・
イ
プ
キ

・
ハ

マ
ギ
ク

・
テ
リ
ハ
ノ
イ
バ
ラ

・
ス
カ
シ
ュ
リ

・

ハ
マ
ヒ
ナ
ノ
ウ
ス
ッ
ポ

・
ニ
ガ
ナ
・
ア
オ
ッ
ヅ

ラ
フ
ジ

・
キ
リ
ン
ソ
ウ
・
オ
ニ
ャ
プ
ソ
テ
ッ

・

オ
オ
ウ
シ
ノ
ケ
グ
サ
な
ど
を
下
生
え
に
し
て
い

る
海
崖
性
の
ク
ロ
マ
ツ
群
落
も
わ
ず
か
て
あ
る

゜

m
o
 
6

2

 

▲
ク
ロ
マ
ツ
林
（
２
）

0.8 

。゚

が
見
ら
れ
る
。

●
ク
ロ
マ
ツ
海
崖
性
群
落
階
層
構
造

50 100% 
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ャ
プ
コ
ウ
ジ
か
多
い
。

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
タ
プ
ノ
キ
の
枯
れ
た
幹
か

残

っ
て
い
る
林
で
‘
継
続
し
て
観
察
す
れ
ば
‘

こ
の
島
に
お
け
る
タ
プ
ノ
キ
林
の
更
新
に
つ
い

て
知
る
こ
と
か
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

5
、
そ
の
他
の
群
落

弁
天
島
で
は
‘
イ
ブ
キ
な
ど
を
主
に
し
た
海

崖
性
の
低
木
群
落
や
‘
草
本
た
け
の
群
落
の
見

ら
れ
る
範
囲
は
ご
く
わ
ず
か
で
‘
島
の
西
端
部

分
に
あ
る
の
が
目
立
つ
く
ら
い
の
も
の
て
あ
る
。

北
側
に
あ
る
急
傾
斜
地
は
未
調
査

で
も
あ
る

の
で
、
こ
れ
ま
で
に
調
査
し
た
資
料
を
そ
の
ま

ま
記
録
し
て
お
く
。

①

ハ
マ
ギ
ク
群
落

北
西
斜
面
‘
傾
斜
30
度

ハ
マ
ギ
ク

5

ヒ
メ
ヤ
プ
ラ
ン

2

ス

カ

シ

ュ

リ

十

マ

ル

バ

ト

ウ

キ

十

②
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
群
落

北
西
斜
面
‘
傾
斜
30
度

ニ
ッ
コ

ウ

キ

ス

ゲ

2

ハ

マ

ギ

ク

2

マ

ル

バ

ト

ウ

キ

1

ス
カ
シ
ュ
リ

l

ヒ
メ
ヤ
ブ
ラ
ン

1

オ
オ
ウ

シ
ノ
ケ
グ
サ

1

ハ

マ

ポ

ッ

ス

十

ジ

シ

バ

リ

十

コ

ハ

マ

ギ

ク

十

ア
オ
ッ
ヅ
ラ
フ
ジ

十

ク

ロ

マ

ツ

十

③
ト
ペ
ラ
・
イ
プ
キ
群
落

南
西
斜
面
、
傾
斜
40
度

ト
ベ
ラ

イ
プ
キ

ハ
マ
ギ
ク

ス
カ
シ
ュ
リ

ハ
マ
ポ

ッ
ス

1

ニ

ガ

ナ

十

ハ

マ

エ

ノ

コ

ロ

十

ハ
マ
ヒ
ナ
ノ
ウ
ス
ッ
ポ

十

ア

オ

ッ

ヅ

ラ

フ

ジ

十

テ
リ
ハ

ノ
イ
パ
ラ

十

④
キ
リ
ン

ソ
ウ
群
落

南
東
斜
面
‘
傾
斜
80
度

キ
リ

ン
ソ
ウ

1

オ
ニ
ャ
ブ

ソ
テ
ッ

十

ト

ペ

ラ

十

⑤

ア
サ
ッ
キ
群
落

南
束
斜
面
‘
傾
斜
25
度
（
岩
の
わ
れ
め

）

ア
サ
ッ
キ

1

ハ

マ

エ

ノ

コ

ロ

十

四
、
ま
と
め

今
回
の
調
査
に
よ
り
‘
弁
天
島
の
植
生
を

ー
、
タ
ブ
ノ
キ
林

2
‘
タ
ブ
ノ
キ

・
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
林

(mタ
ブ

ノ
キ
・
イ
ヌ
シ
デ
林
｝

を
含
む
）

②
タ
ブ
ノ
キ

・
カ
シ
ワ
林

3
‘
ク
ロ
マ
ツ
林

4
‘
ト
ベ
ラ

・
ヒ
サ
カ
キ
低
木
林

等
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
‘
そ
れ
ぞ
れ
の
特

徴
を
把
握
す
る
こ
と
か
で
き
た
。

弁
天
島
か
ら
5
km
は
ど
束
に
位
甜
す
る
桂
島

に
も
暖
帯
林
が
あ
り
‘
タ
ブ
ノ
キ
ー
ジ
ャ
ノ
ヒ

ゲ
群
落
‘
ア
カ
マ
ツ
ー
ヒ
メ
ヤ
プ
ラ
ン
群
落
‘

2
 
2
 
3
 

イ
プ
キ
ー
オ
オ
ウ

シ
ノ
ケ
グ
サ
群
落
な
ど
か
認

め
ら
れ
て
い
る
。
（
内
藤
•
昭
五
〇
、
五
・
「
宮

城
の
植
物
」
第
＿
＿
一号）

く
わ
し
い
比
較
は
行
な

っ
て
い
な
い
が
‘
弁
天
島
の
植
生
と
は
異
な
る

よ
う
で
あ
る
。

ミ

▲
タ
ブ
ノ
キ
林
林
床
の
様
子

さ
ら
に
‘
石
巻
湾
内
の
暖
帯
林
を
く
わ
し
く

調
査
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
‘
当
地
方
の
暖
帯

的
自
然
か
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
て

い
く
と
思
わ

れ
る
か
‘
弁
天
島
は
‘
そ
の
場
合
か
け
が
え
の

な
い
証
拠
を
示
し
て
く
れ
る
は
す
て
あ
る
。

貴
重
な
弁
天
島
の
自
然
を
こ
れ
ま
で
大
切
に

保
存
し
て
き
た
小
竹
浜
地
区
の
人
々
に
感
謝
し
‘

今
後
も
継
続
し
て
保
存
さ
れ
る
よ
う
希
望
申
し

上
け
て
‘
こ
の
報
告
を
終
る
こ
と
に
す
る
。



（表 1) 組 成 表 (1981. 7) 
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